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マニ ュ アルの種類と使い方
本装置には、次の説明書が付属しています。

インス ト ールガイ ド

次の事に関し て説明を し ています。

• Raster Link ProⅢ/Raster Link IPⅢ/Raster Link TA

Ⅲを イ ンス ト ールする ための PC (Windows 2000、

Windows XP、 Windows Vista) の設定

• ク ラ イ アン ト PC へのプ リ ン タ ド ラ イ バーの イ ン

ス ト ール と設定方法

リ フ ァ レンスガイ ド

プ リ ン タ共通編と各プ リ ン タ編に分かれて機能およ

び操作方法など、 Raster Link Pro Ⅲ /Raster Link IP

Ⅲ /Raster Link TA Ⅲを使用し てい く 上で必要な設

定項目について説明し ています。

お使いのプ リ ン タ に合わせた リ フ ァ レ ンスガ イ ド を

お読み く だ さ い。

今読んでい る

取扱説明書で

す。
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ご注意

ご注意
• 本書の一部、または全部を無断で記載したり、複写することは固くお断りいたします。

• 本書の内容に関しまして、将来予告無しに変更することがあります。

• 本ソフトウェアの改良変更等により、仕様面において本書の記載事項とが一部異なる場合があります。ご了

承ください。

• 本ソフトウェアを他のディスクにコピーしたり（バックアップを目的とする場合を除く）、実行する以外の目

的でメモリにロードすることを固く禁じます。

• 株式会社ミマキエンジニアリングの保証規定に定めるものを除き、本製品の使用または使用不能から生ずる

いかなる損害（逸失利益、間接損害、特別損害またはその他の金銭的損害を含み、これらに限定しない）に

関して一切の責任を負わないものとします。また、株式会社ミマキエンジニアリングに損害の可能性につい

て知らされていた場合も同様とします。一例として、本製品を使用してのメディア（ワーク）等の損失、メ

ディアを使用して作成された物によって生じた間接的な損失等の責任負担もしないものとします。

Adobe、Adobe ロゴ、Photoshop、Illustrator および PostScript は、アドビシステムズ社の商標です。

Apple、Macintosh、Power Macintosh、Mac OS、Mac OSX は、Apple Inc, の登録商標です。    

Microsoft、Windows、Windows2000、WindowsXP、WindowsVista は、Microsoft Corporation の米国なら 

びにその他の国での登録商標または商標です。

PC MACLAN は Miramar Systems, Inc. の米国における登録商標です。   

DAVE は Thusby Software Systems, Inc の商標です。   

その他、本書に記載されている会社名、および商品名は、各社の商標または登録商標です。
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この取扱説明書について
本書は“Raster Link Pro Ⅲ”の取り扱いについて説明しています。

本文中の表記について

メニューに表示される項目は、 “フルカラー”のように “”で囲っています。

ダイアログに表示されているボタンは、  のように で囲っています。

マークについて

用語について

ジョブ : Raster Link Pro Ⅲが取り扱う印刷ファイルのことを“ジョブ”と称します。 

Adobe Illustrator などのアプリケーションソフトウェアから出力した各種フォーマットの

入力データを Raster Link Pro Ⅲにスプールすると Raster Link Pro Ⅲに登録され、ジョブ

になります。

幅： Raster Link Pro Ⅲの設定画面で表示する“幅”とは、プリンタのヘッドが動く方向（Y
方向）を指します。

送り： Raster Link Pro Ⅲの設定画面で表示する“送り”とは、プリンタのメディアが動く方

向（X 方向）を指します。

ダイアログについて

このマニュアルは Raster Link Pro Ⅲを元に作成しています。ソフトウェアの名称やプリンタの名称

は、ご使用の製品名に置き変えてご覧下さい。

操作を行う 上で、 注意する 点を説明し ています。

知っ ている と 便利な事について説明し ています。

関連し た内容の参照ページを示し ています。
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Raster Link Pro Ⅲについて  

Raster Link ProⅢについて
この度は、弊社製品をお買いあげいただきまして、誠にありがとうございます。

Raster Link Pro Ⅲは、PostScript ３フォーマットのデータを受け、ミマキエンジニアリング製インク

ジェットプリンタに作画データを供給するアプリケーションソフトウェアです。

Windows 98

Windows 2000

Windows XP

Windows Vista

JV Series, UJV-110, DS Series, UJF Series

GP Series, TX Series

Ethernet

IEEE1394 Interface

Macintosh

JV5 Series, JV33 Series

JF-16XX

USB2.0 Interface
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手軽に実現するプロ フ ァ イル

細かい設定が不要で 適なプリント表現を可能にする、各種メディアの特性に合わせたプロファイル

を搭載、 適なカラーマッチングを実現します。

微妙な出力表現にも対応するカラー調整機能

各インク色のトーンカーブ調整、コントラスト、CMY カラー調整など、詳細なカラー調整機能を搭

載。様々なメディアに柔軟に対応します。

対象プ リ ン タ

Raster Link Pro Ⅲはミマキエンジニアリング製のインクジェットプリンタに対応します。

プリンタは同時に４台まで接続可能です。＊ 1

また、Raster Link Pro Ⅲはプリンタの特徴に合わせさまざまな機能を持っています。印刷条件設定や

ジョブ編集などはプリンタによって、機能や操作設定が異なります。このため、リファレンスガイド

はプリンタのタイプごとに分かれています。同梱のリファレンスガイドがお持ちのプリンタのもので

あるか、ご確認をお願いします。

入出力データ

入力データ

PostScript レベル３　（PS ファイル）、EPS、MRL、TIFF、JPEG、BMP、

PDF（PDF1.5 以上は不可＊ 2）

MRL 以外のデータフォーマットは、自動判別

AI はサポートしていません。

TIFF データでのアルファチャンネルは使用できません。

アプリケーション

Adobe Illustrator 8, 9, 10, CS, CS2, CS3

Adobe Photoshop 5, 6, 7, CS, CS2, CS3

ポストスクリプトフォント

欧文 60 書体　標準

フォント追加は不可

処理可能な 大イメージサイズ

幅方向：50m 、送り方向：50m

印刷データ の作り 方によっ ては、上記の画像サイ ズでも RIP する こ と ができ ない場合があり ます。

こ の場合、データ の作り 方を変える か、アプリ ケーショ ンソ フ ト ウ ェ アで分割印刷し てく ださ い。
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Raster Link Pro Ⅲについて  

タイリング＊ 3 可能な 大イメージサイズ

・幅方向：50m 、送り方向：50m

・幅方向のサイズが用紙幅を越えるデータは、タイリング機能を用いる必要があります。

・タイリング可能な画像サイズは、印刷解像度によって異なります。

・タイリング可能な 大イメージサイズは、入力データに依存します。データにより、

大イメージサイズの印刷が出来ない場合があります。

＊ 1：IEEE1394 インターフェイスで複数台のプリンタに接続する場合は、プリンタ台数分の

IEEE1394 インターフェイスカードが必要です。

＊ 2：PDF バージョンと Acrobat のバージョンは以下の通りです。

PDF 1.3 ―――― Acrobat 4

PDF 1.4 ―――― Acrobat 5

PDF 1.5 ―――― Acrobat 6

Illustrator で保存した PDF ファイルはサポートしていません。

＊ 3：タイリング機能は対応していないプリンタがあります。

印刷解像度が 1440 x 1440 dpi の画像の場合、 印刷可能な 大画像サイ ズは以下のよ う にな り    

ます。

処理可能な画像サイ ズ内であっ ても 、 プリ ンタ の仕様により 、 幅方向の 大サイ ズが制限さ れる

場合があり ます。

また、 特色イ ンク （白イ ンク 等） を使用する 場合も 、 解像度によっ て幅方向の 大サイ ズが制限

さ れる 場合があり ます。

ご使用のプリンタの取扱説明書に記載されている「最大作図範囲」をご確認ください。

幅方向 送 り 方向

4 色モデル 2m 50m

6 色モデル 1m 50m
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印刷方法の概要
Raster Link Pro Ⅲにおける印刷方法の概要について説明します。

ジョブを印刷するためには、Raster Link Pro Ⅲをインストールしてある PC から印刷を指示します。

プリンタドライバを使用して印刷

Raster Link Pro Ⅲをインストールしてある PC からアプリケーションを使用して印刷する場合は、

Raster Link Pro Ⅲが自動的に作成したプリンタドライバを使用します。

 

Raster Link Pro Ⅲを イ ンス ト ールした PC

Windows 98

Windows 2000

Windows XP

Windows Vista

JV Series, UJV-110, DS Series, UJF Series

GP Series, TX Series

Ethernet

IEEE1394 Interface

Macintosh

JV5 Series, JV33 Series

JF-16XX

USB2.0 Interface
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印刷方法の概要

ホットフォルダを使用して印刷

Raster Link Pro Ⅲはインストールしてある PC にホットフォルダを作成します。ホットフォルダは、

Raster Link Pro Ⅲのインストールフォルダの中にあります。

ホットフォルダはネットワーク共有されているので、他のネットワーク接続している PC からホット

フォルダ接続が可能になります。

ネットワーク接続 PC からホットフォルダにジョブをドラッグすることにより、Raster Link Pro Ⅲに

容易にジョブを転送することができます。

ネットワーク接続 PC

ドラッグアンドドロップ機能を使用して印刷

Raster Link Pro Ⅲの画面にジョブを直接ドラッグアンドドロップすることにより、容易にジョブを開

くことができます。

Raster Link Pro Ⅲ PC の OS が Windows Vista の場合、 フ ァ イ ルのド ラ ッ グアンド ド ロ ッ プでジョ

ブをスプールする こ と はできません。

コ ピー
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プロフ ァ イルのインス ト ール

プロファイルとは

入力画像の色、または印刷する色を定義したファイルをプロファイルといいます。

プロファイルには、入力プロファイルとデバイスプロファイルの 2 種類があります。

入力プロファイル ...................  RIP が画像の色情報を取得するために使用されます。

デバイスプロファイル..........  入力プロファイルで取得された色情報から、プリンタの能力を 大

に生かした色再現を行うために使用されます。使用するメディア、

印刷解像度などの印刷条件ごとに多数存在します。また色の情報だ

けでなくヒーター温度のような印刷環境に関する情報も持っていま

す。

プロファイルマネージャーの起動

プロファイルマネージャーは、プロファイルのインストール、アンインストールを行うツールです。

Raster Link Pro Ⅲを起動するには、以下のプロファイルをそれぞれ 低 1 つずつインストールする必

要があります。

・使用する機種のデバイスプロファイル

・入力 RGB プロファイル

・入力 CMYK プロファイル

1 ［プロファイルマネージャー］を選

択します。

［スタート］ - ［すべてのプログラム］ - 
［Mimaki Raster Link Pro Ⅲ］ - ［プロファイル

マネージャー］メニュー

2 プロファイルマネージャーのメイン

画面を表示します。 

選択
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プロフ ァ イルのインス ト ール

デバイスプロファイル画面について

1. 機種名

機種名を表示します。

カラーモデルが２種類以上ある機種で、プロファイルのバージョンが v3.0 の場合は、機種名 

（カラーモデル名）を表示します。

2. インクセッ ト 名

インクセット名を表示します。

3. メデ ィ ア名

メディア名を表示します。

4. 出力設定

出力設定（解像度、ドットタイプ）を表示します。

5. 分版方法

分版方法を表示します。フルカラーと版下があります。

1 2 3 4 5 6

8

9

7
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6. バージ ョ ン

プロファイルのバージョンを表示します。

v1.0 :  ICC プロファイルに準拠したカラーマッチングが使用できます。

v2.0 :  ICC プロファイルに準拠したカラーマッチングと弊社独自のグレーバランスが使用できます。

v3.0 :  16bits カラーデータで作成されています。 

ICC プロファイルに準拠したカラーマッチングと弊社独自のグレーバランスが使用できま

す。カラーマッチングは、16bits カラー処理されます。

7. 初期情報

v3.0 バージョンのプロファイルに追加された推奨のパス数および重ね塗り数が表示されます。

8. プロフ ァ イル情報

選択したプロファイルのインストール日時、作成日、プロファイル自身のファイル名、情報を表

示します。

9. ユーザーコ メ ン ト

プロファイルに対してコメントを書き込むことができます。

プロファイルを選択すると、ユーザーコメント欄に書き込んだコメントを表示します。
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プロフ ァ イルのインス ト ール

入力プロファイル画面について

1. カラーモード

入力プロファイルが対応するカラーモードを表示します。

2. プロフ ァ イル名

プロファイルのファイル名を表示します。

3. プロフ ァ イル情報

選択したプロファイルのインストール日時、作成日、プロファイル自身のファイル名、情報を表

示します。

4. ユーザーコ メ ン ト

プロファイルに対してコメントを書き込むことができます。

プロファイルを選択すると、ユーザーコメント欄に書き込んだコメントを表示します。

3

1 2

4
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デバイスプロファイルのインストール

1 ［デバイスプロファイルのインス

トール］を選択します。

［プロファイル］ - ［デバイスプロファイルの

インストール］メニューまたは図のボタンを

クリックします。

“フォルダの参照”ダイアログを表示します。

2 インストールするデバイスプロファ

イルのフォルダを選択します。

ボタンをクリックします。
“インストール候補”選択ウィンドウを表示

します。

1. 選択

1. ク リ ッ ク

1. 選択

2. ク リ ッ ク
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プロフ ァ イルのインス ト ール

3 選択したフォルダ内のデバイスプロ

ファイル一覧を上段に表示します。
 

インストールするプロファイルを選択しま

す。

 

ボタンをクリックします。

選択したプロファイルが、下段に移動しま

す。

4 ボタンをクリックします。

選択したファイルをインストールします。

5 デバイスプロファイル画面にインス

トールしたデバイスプロファイルの

一覧を表示します。

1. 選択

2. ク リ ッ ク

ク リ ッ ク
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入力プロファイルのインストール

1 ［入力プロファイルのインストール］

を選択します。

［プロファイル］ - ［入力プロファイルのイン

ストール］メニュー

または図のボタンをクリックします。

“フォルダの参照”ダイアログを表示します。

2 インストールする入力プロファイル

のフォルダを選択します。 

 

ボタンをクリックします。

“インストール候補”選択ウィンドウを表示

します。

1. 選択

1. ク リ ッ ク

1. 選択

2. ク リ ッ ク
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プロフ ァ イルのインス ト ール

3 選択したフォルダ内の入力プロファ

イル一覧を上段に表示します。 

 

インストールするプロファイルを選

択します。 

 

ボタンをクリックします。

選択したプロファイルが、下段に移動します。

4 ボタンをクリックします。

選択したファイルをインストールします。

5 入力プロファイル画面に、インス

トールした入力プロファイルの一覧

を表示します。

1. 選択

2. ク リ ッ ク

ク リ ッ ク
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ユーザーコメント

プロファイルごとにコメントを付けることができます。

プロファイルの特徴などを記しておくと便利です。

1 コメントを付けるプロファイルを 1
つ選択します。 

 

ボタンをクリック

します。

“プロファイル　メモ”ダイアログを表示し

ます。

2 “プロファイル　メモ”ダイアログ

にコメントを入力します。 

 

ボタンをクリックします。

3 コメントを入力したプロファイルを

選択すると、“ユーザーコメント”

欄にコメントを表示します。

1. 選択

2. 選択

1. 入力

2. ク リ ッ ク
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プロフ ァ イルのインス ト ール

デバイスプロファイルのアンインストール

デバイスプロファイルのアンインストール方法を説明します。

1 デバイスプロファイル画面から、ア

ンインストールするプロファイルを

選択します。

2 ［デバイスプロファイルのアンイン

ストール］を選択します。

［プロファイル］ - ［デバイスプロファイルの

アンインストール］メニューまたは図のボタ

ンをクリックします。

1. 選択

1. 選択

1. ク リ ッ ク
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3 ダイアログを表示します。 

 

ボタンをクリックすると、

プロファイルをアンインストールし

ます。
1. ク リ ッ ク

2. ク リ ッ ク
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プロフ ァ イルのインス ト ール

デバイスプロファイルのコンバート

V2.0 のデバイスプロファイルを、V3.0 のデバイスプロファイルにコンバートします。

1 デバイスプロファイル画面から、コ

ンバートするプロファイルを選択し

ます。

2 [V2 プロファイルから V3 プロファイ

ルへ変換 ] を選択します。

［プロファイル］ - ［V2 プロファイルから V3
プロファイルへ変換］メニューまたは図のボ

タンをクリックします。

• 印刷条件で V2.0 のデバイ スプ ロ フ ァ イルから V3.0 のデバイ スプ ロ フ ァ イルに コ ンバー ト し

たプ ロ フ ァ イルを選択し た場合、 カ ラーマ ッ チング画面でグ レーバラ ンスを選択する こ と

はでき ません。

1. 選択

1. 選択

1. ク リ ッ ク
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3 デフォルト印刷条件を設定します。

パス、重ね塗り、印刷方向、高速印刷、ハー

フトーンのデフォルト条件を設定します。

をクリックして、次のプロファ

イルのデフォルト条件を設定しま

す。

全てのプロファイルのデフォルト条件を設定

します。

4 ボタンをクリックします。

プロファイルをコンバートします。

• メ デ ィ ア名から デフ ォル ト 条

件が判断でき る場合、 その条

件を設定し て く だ さ い。

• デフ ォル ト の条件を設定し な

い場合、 以下の値がデフ ォル

ト 条件に適用されます。

パス： 低パス 

重ね塗り ： 1 回 

印刷方向： 単方向 

高速印刷： OFF 

ハーフ ト ーン： ILL 拡散

変換し た V3 のデバイ スプロ フ ァ

イ ルを使用する 場合、 変換前の

V2 デバイ スプロ フ ァ イ ルで使用

し ていた「 カ ラ ー調整セッ ト 」

「 色置換セッ ト 」 は使用できませ

ん。

カ ラ ー調整、 色置換機能を使用す

る 場合、 新規に調整フ ァ イ ルを作

成する 必要があり ます。

1. 設定

2. ク リ ッ ク

ク リ ッ ク
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プロフ ァ イルのインス ト ール

5 ダイアログを表示します。

ボタンをクリックします。

ク リ ッ ク
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入力プロファイルのアンインストール

入力プロファイルのアンインストール方法を説明します。

1 入力プロファイル画面から、アンイ

ンストールするプロファイルを選択

します。

2 ［入力プロファイルのアンインス

トール］を選択します。

［プロファイル］ - ［入力プロファイルのアン

インストール］メニューまたは図のボタンを

クリックします。

選択

1. 選択

1. ク リ ッ ク
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プロフ ァ イルのインス ト ール

3 ダイアログを表示します。 

 

ボタンをクリックすると、

プロファイルをアンインストールし

ます。
1. ク リ ッ ク

2. ク リ ッ ク
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プロファイルマネージャーの終了

デバイスプロファイル、RGB プロファイル、CMYK プロファイルをそれぞれ一つ以上インストール

できたらプロファイルマネージャーを終了します。

クローズボックスをクリックしま

す。

または［ファイル］ - ［アプリケーションの

終了］メニューを選択します

JV4 をご使用の場合、 以下のデバ

イ スプロ フ ァ イ ルの分版方式をそ

れぞれ一つ以上イ ンスト ールする

必要があり ます。

• フルカ ラー

• 版下

選択

ク リ ッ ク
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プ リ ンタ管理機能

プリ ンタ管理機能
Raster Link Pro Ⅲで使用するプリンタの追加、設定変更、削除を行います。

プリンタ管理の機能は以下の通りです。

●プリンタの追加

新規にプリンタを追加します。（ P.34）

Raster Link Pro Ⅲのインストール直後はプリンタが登録されていません。プリンタの追加で使用する

プリンタを登録します。

Raster Link Pro Ⅲがサポートしているミマキエンジニアリング製プリンタを、4 台まで登録できます。

プリンタを登録すると、自動的にデフォルトのホットフォルダとプリンタドライバが作成されます。

●プリンタの設定変更

追加したプリンタの設定を変更します。出力ポートとカラーモデルを変更できます。（ P.38）

●プリンタの削除

追加したプリンタを削除します。プリンタを削除すると、削除したプリンタ用のジョブ、条件セッ

ト、ホットフォルダ、プリンタドライバが削除されます。（ P.40）

●出力ポートの設定変更

各出力ポートの設定を変更します。通常は変更する必要はありません。（ P.41）
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プリンタ管理の起動

1 Windows の［スタート］-［すべての

プログラム］-［Mimaki Raster Link 
Pro Ⅲ］-［プリンタ管理］を選択し

ます。

2 ユーザーアカウント制御画面を表示

します。

をクリックします。

3 初めて起動する場合は、作業フォル

ダ設定を表示します。 

空き容量が十分あるディスクのフォ

ルダを選択してください。 

選択したフォルダの中に、ジョブの

作業用ファイルを保存するフォルダ

が自動的に作成されます。

弊社のデジタ ル署名の有効期限が

切れた場合、 ユーザーアカ ウ ント

制御画面に「 認識できない開発

元」 と 表示さ れます。 

「 許可」 をク リ ッ ク する と 、 Raster 

Link Pro Ⅲを問題なく 起動する 事

ができます。

選択

ク リ ッ ク

1. 選択

2. ク リ ッ ク
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プ リ ンタ管理機能

プリンタ管理画面

1. プ リ ンタ リ ス ト

登録されているプリンタの一覧を表示します。

2.

プリンタを追加します。

3.

プリンタリストで選択したプリンタを削除します。

4.

プリンタリストで選択したプリンタの設定を変更します。

5. 情報表示

プリンタ管理の処理状況を表示します。

6.

プリンタ管理画面を閉じます。

2

3

6

1

5

4
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プリンタの追加

Raster Link Pro Ⅲのインストール直後はプリンタが登録されていません。プリンタの追加で使用する

プリンタを登録します。

1 使用するプリンタの電源を入れて、Raster Link Pro Ⅲ PC とプリンタが USB 2.0 ケーブル

または IEEE1394 ケーブルで接続されていることを確認します。

2 プリンタ管理画面で をク

リックします。

プリンタ設定画面が表示されます。

3 ［出力ポート］で“IEEE1394”を指

定した場合は、接続されているプリ

ンタのモデル名と、プリンタステー

タス（括弧で囲んで表示します）が

接続可能プリンタのリストに一覧表

示されます。

［出力ポート］で“USB 2.0”を指定し

た場合は、接続されているプリンタの

“マシン　メイショウ”が接続可能プ

リンタのリストに一覧表示されます。

• Raster Link Pro Ⅲに USB 2.0 イ ン ターフ ェ イ スで複数のプ リ ン タ を接続する場合は、あ らか じ

め各プ リ ン タ の“マシ ン 　 メ イ シ ョ ウ”を操作パネルでユニーク な名称に変更し てお く 必

要があ り ます。

• Raster Link Pro Ⅲに IEEE1394 イ ン ターフ ェ イ スで複数のプ リ ン タ を接続する場合は、接続す

る プ リ ン タ台数分の IEEE1394 イ ン ターフ ェ イ スカー ド が必要にな り ます。 1 つの IEEE1394

イ ン ターフ ェ イ スカー ド に複数のプ リ ン タ を接続する こ と はできません。

同一モデルを複数台接続し ている

場合、 ［接続可能プ リ ン タ］ リ ス ト

に同一モデル名が表示され、 対象

のプ リ ン タ を識別できない場合が

あ り ます。 このよ う な場合は、 プ

リ ン タ の操作パネルで < リ モー ト

>/< ロ ーカル > 状態を切 り 替えて

から、

を ク

リ ッ ク し てプ リ ン タ ステータ スの

表示を更新し て確認し て く だ さ い。

ク リ ッ ク
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プ リ ンタ管理機能

4 実際に接続するプリンタに合わせ

て、［モデル名］、［カラー］、［接続

可能プリンタ］を選択します。 

［出力ポート］には、通常“USB 2.0”
または“IEEE1394”を指定します。 

［プリンタ名］には、他のプリンタ

と区別するために簡単な名称を入力

します。

• プ リ ン タ名に以下の半角文字は使用でき ません。 

￥ ／ ： ＊ ？ “ ＜ ＞ ｜ ！ ，

• 入力し たプ リ ン タ名は、 後で変更でき ません。 プ リ ン タ を追加する と、 入力し たプ リ ン タ

名でデフ ォル ト のホ ッ ト フ ォルダ、 プ リ ン タ ド ラ イ バを作成し ます。 また、 メ イ ン ウ ィ ン

ド ウ に表示される実行中ジ ョ ブ画面の タ イ ト ルに も、 こ こ で入力し たプ リ ン タ名が表示さ

れます。

• Windows Me以前の OS の PC から ホ ッ ト フ ォルダや共有プ リ ン タ にア ク セスする場合、半角で

11 バ イ ト 以内のプ リ ン タ名を入力し て く だ さ い。

• 2 台以上のプ リ ン タ を登録する場合、 プ リ ン タ名を重複し て登録でき ません。 必ず異なる プ

リ ン タ名で登録し て く だ さ い。

• 出力ポー ト に“USB 2.0” を選択する場合、PC の USB ポー ト 、USB ケーブルが USB 2.0 規格に

準拠し ている こ と を確認し て く だ さ い。 規格外の場合は高速モー ド で接続でき ません。 ま

た、 USB ハブは使用し ないで く だ さ い。

• Raster Link Pro Ⅲは、 接続可能プ リ ン タ リ ス ト で選択されたプ リ ン タ に対し て、 作図データ

の出力、 プ リ ン タ ステータ スの取得を行います（“IEEE1394” の場合はプ リ ン タ のシ リ アル

番号で、“USB 2.0” の場合はプ リ ン タ の“マシ ン 　 メ イ シ ョ ウ” でプ リ ン タ を識別し ていま

す）。 し たがって、 同一モデルであって も他のプ リ ン タ に接続し直す場合は、 プ リ ン タ の設

定変更で接続可能プ リ ン タ リ ス ト から プ リ ン タ の選択を変更する必要があ り ます。

• 出力ポー ト に“IEEE1394” を選択する場合、 Raster Link Pro Ⅲ起動状態で以下の こ と は行わ

ないで く だ さ い。 PC が動作し な く なる場合があ り ます。

∗ プ リ ン タ の電源を切る

∗ IEEE1394 ケーブルを抜き差し する

• JV3SL モデルをご使用の場合、JV3-SP の 8color を選択してください。またデバイスプロファ

イルは、4色プロファイルのみインストールしてください。

出力ポート に“フ ァ イ ル” を選択する と 、 ミ マキエンジニアリ ング製プリ ンタ コ マンド フ ァ イ ル

出力ソ フ ト の NetLink で印刷可能なフ ァ イ ルが作成できます。

2. 選択

1. 選択

3. 選択

4. 選択

5. 入力
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5 をクリックします。 

確認画面で をクリックし

ます。

プリンタ設定画面が閉じ、プリンタの追加処

理が行われます。処理状況はプリンタ管理画

面の情報表示欄に表示されます。追加処理が

完了すると、“完了しました。”というメッ

セージを表示します。

• プ リ ン タ の追加処理中に、 プ リ ン タ管理を強制終了し ないで く だ さ い。

• Raster Link Pro Ⅲ PC に PC MACLAN が イ ンス ト ールされている場合、プ リ ン タ の追加処理途

中で ［PC MACLAN］ フ ァ イルサーバの警告画面が表示される こ と があ り ます。

を ク リ ッ ク し て PC MACLAN フ ァ イルサーバを停止し て く だ さ い。 PC はシャ ッ

ト ダ ウ ン されません。

• プ リ ン タ管理で作成し たホ ッ ト フ ォルダに対し、 以下の こ と は絶対に行わないで く だ さ い。

ア ン イ ンス ト ールできな く な り ます。

ディ レ ク ト リ 名の変更、 共有名の変更、 共有の解除、 ホッ ト フ ォルダの削除

• プ リ ン タ管理で作成し たプ リ ン タ ド ラ イ バに対し、 以下の こ と は絶対に行わないで く だ さ

い。 ア ン イ ンス ト ールできな く な り ます。

名前の変更・ 削除、 共有名の変更、 共有の解除

ク リ ッ ク

ク リ ッ ク
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プ リ ンタ管理機能

PC MACLAN の自動設定について

Raster Link Pro Ⅲに PC MACLAN がインストールされている場合、プリンタの追加を行うと、自

動的に PC MACLAN の設定が行われます。

この際、自動的に以下の名称が付けられます。

PC MACLAN フ ァ イルサーバ

ファイルサーバ名称：Raster Link Pro Ⅲ PC のホスト名

共有フォルダ名称　：プリンタ設定画面で入力したプリンタ名

PC MACLAN プ リ ン ト サーバ

スプーラ名：プリンタ設定画面で入力したプリンタ名 _Raster Link Pro Ⅲ PC のホスト名

• PC MACLAN プ リ ン ト サーバで使用でき るスプーラ名の長さ は、 大で 27byte です。 プ リ ン

タ名またはホス ト 名が長い場合、 28byte 以降は削除されます。 Macintosh から プ リ ン タ ド ラ

イバで出力する場合は、 プ リ ン タ名を長 く し ない こ と をお奨め し ます。

• プ リ ン タ の追加処理中に、 プ リ ン タ管理は PC MACLAN を再起動させます。 こ の際、 一時的

に Macintosh ク ラ イ アン ト と の接続が切断されるため、 ホ ッ ト フ ォルダ内に削除できない

フ ァ イルが残るなどの問題が発生し ます。 プ リ ン タ の追加は、 Macintosh でマ ウ ン ト し た

ホ ッ ト フ ォルダをアン マ ウ ン ト し てから行って く だ さ い。
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プリンタの設定変更

プリンタを登録した後で、カラーモデルの変更（例：4 カラーから 6 カラーへの変更）、出力ポートの変

更、出力ポートの詳細設定の変更を行う場合は、プリンタの設定変更を行います。

1 あらかじめ使用するプリンタの電源を入れて、Raster Link Pro Ⅲ PC とプリンタが USB 
2.0 ケーブルまたは IEEE1394 ケーブルで接続されていることを確認します。

2 プリンタ管理画面で、設定を変更し

たいプリンタを選択し、

をクリックします。

プリンタ設定画面が表示されます。

3 カラーモデルを変更する場合は［カ

ラー］のリストから、出力ポートを

変更する場合は［出力ポート］のリ

ストからそれぞれ選択し直します。

出力ポートが“USB 2.0”または

“IEEE1394”の場合は、さらに［接

続可能プリンタ］のリストから対象

のプリンタを選択します。

• Raster Link Pro Ⅲに USB 2.0 イ ン ターフ ェ イ スで複数のプ リ ン タ を接続する場合は、あ らか じ

め各プ リ ン タ の“マシ ン 　 メ イ シ ョ ウ” を操作パネルでユニーク な名称に変更し てお く 必

要があ り ます。

• Raster Link Pro Ⅲに IEEE1394 イ ン ターフ ェ イ スで複数のプ リ ン タ を接続する場合は、接続す

る プ リ ン タ台数分の IEEE1394 イ ン ターフ ェ イ スカー ド が必要にな り ます。 1 つの IEEE1394

イ ン ターフ ェ イ スカー ド に複数のプ リ ン タ を接続する こ と はできません。

モデル名と プリ ンタ 名は変更でき

ません。 変更し たい場合は、 プリ

ンタ を削除し てから 追加し 直し て

く ださ い。

1. 選択

2. ク リ ッ ク

1. 選択 3. 選択

2. 選択
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プ リ ンタ管理機能

4 をクリックします。

確認画面で をクリックします。

プリンタの設定が変更され、プリンタ設定画

面を閉じます。

ク リ ッ ク
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プリンタの削除

登録したプリンタを Raster Link Pro Ⅲから削除します。

1 プリンタ管理画面で、削除したいプ

リンタを選択し、 をクリッ

クします。

2 確認画面で をクリックし

ます。

プリンタの削除処理が行われます。処理状況

はプリンタ管理画面の情報表示欄に表示され

ます。削除処理が完了すると、“完了しまし

た。”メッセージを表示します。

プリ ンタ を削除する と 、 次回 Raster Link Pro Ⅲ起動時に、 削除し たプリ ンタ のジョ ブも 全て削除

さ れます。 プリ ンタ を削除する 前に必要なジョ ブはバッ ク アッ プし ておいてく ださ い。

• プ リ ン タ の削除処理中に、 プ

リ ン タ管理を強制終了し ない

で く だ さ い。

• Raster Link Pro Ⅲ PC に PC 

MACLAN がイ ンス ト ールされ

ている場合、 プ リ ン タ の削除

処理途中で ［PC MACLAN］

フ ァ イルサーバの警告画面が

表示される こ と があ り ます。

ボ タ ン を ク リ ッ ク

し て PC MACLAN フ ァ イルサー

バを停止し て く だ さ い。 PC は

シャ ッ ト ダ ウ ン されません。

1. 選択

2. ク リ ッ ク

ク リ ッ ク
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プ リ ンタ管理機能

PC MACLAN の設定解除について

Raster Link Pro Ⅲに PC MACLAN がインストールされている場合、プリンタの削除を行うと、自動的

に PC MACLAN の設定が解除されます。

出力ポートの設定変更

各出力ポートに対し、タイムアウト値やバッファ長などの詳細設定を変更することができます。

1 プリンタの追加、またはプリンタの

設定変更時に、プリンタ設定画面で

設定を変更したい出力ポートをリス

トから選択し、 をクリッ

クします。選択した出力ポートのプ

ロパティ画面を表示します。

• プ リ ン タ の削除処理中に、 プ リ ン タ管理は PC MACLAN を再起動させます。 こ の際、 一時的

に Macintosh ク ラ イ アン ト と の接続が切断されるため、 ホ ッ ト フ ォルダ内に削除できない

フ ァ イルが残るなどの問題が発生し ます。 プ リ ン タ の削除は、 Macintosh でマ ウ ン ト し た

ホ ッ ト フ ォルダをアン マ ウ ン ト し てから行って く だ さ い。

• PC MACLAN フ ァ イルサーバのボ リ ューム情報は自動的に削除されません。 PC MACLAN ユー

ザガ イ ド の、 PC MACLAN フ ァ イルサーバの使用法の章に従い、 ［ボ リ ューム情報を削除］

を行って く だ さ い。

• 各出力ポー ト の設定値は、 デフ ォル ト で推奨値が設定されています。 問題ある場合を除き、

設定値は変更し ないで く だ さ い。

• 各出力ポー ト の設定変更は、 出力ポー ト のプ ロ パテ ィ画面で を ク リ ッ ク し た後、

プ リ ン タ設定画面で を ク リ ッ クする と有効にな り ます。

をク リ ッ ク する と 、 各設定値がデフ ォルト の推奨値に戻り ます。

1. 選択

2. ク リ ッ ク
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USB 2.0 ポート の場合

“出力バッファ長”、“出力タイムア

ウト値”を必要に応じて変更しま

す。

• “出力バッ フ ァ長” の変更は、

Raster Link Pro Ⅲ起動後に有効

にな り ます。

• “出力タ イムア ウ ト 値” の変更

は、 OS 再起動後に有効にな り

ます。

1. 変更

1. ク リ ッ ク
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プ リ ンタ管理機能

IEEE1394 ポート の場合

1 “出力バッファ長”、“出力応答タイ

ムアウト値”を必要に応じて変更し

ます。

以下のよう な条件で、 印刷時にプ

リ ンタ が通信エラ ー（ERROR 20）

を検出する 場合があり ます。

• ケーブル長が長い場合

• PC側の コ ネ ク タ が4ピ ンの場合

• ノ ート パソ コ ンと 接続する 場合

• PC のマザーボー ド に実装され

ている IEEE1394 ポー ト と接続

する場合

• 信頼性の低いコ ント ロ ーラ チッ

プを搭載し たイ ンタ ーフ ェ イ ス

カ ード を使用する 場合

こ のよう な場合、 根本的には

IEEE1394 通信の信頼性を高める 措

置が必要と なり ますが、“出力応

答タ イ ムアウ ト 値” を大きく する

こ と で、 エラ ーが発生し にく く な

る 場合があり ます。

• “出力バ ッ フ ァ長” の変更は、

Raster Link Pro Ⅲ起動後に有効

にな り ます。

• “出力応答タ イムア ウ ト 値” の

変更は、 OS 再起動後に有効に

な り ます。

1. 変更

1. ク リ ッ ク
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2 をクリックして出力ポー

トのプロパティ画面を閉じた後、プ

リンタ設定画面で をク

リックします。

ク リ ッ ク
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プ リ ンタ管理機能

ファ イルの場合

1 “出力バッファ長”を必要に応じて

変更します。

2 をクリックして出力ポー

トのプロパティ画面を閉じた後、プ

リンタ設定画面で をク

リックします。

“出力バッ フ ァ 長” の変更は、

Raster Link Pro Ⅲ起動後に有効に

なり ます。 1. 変更

2. ク リ ッ ク

ク リ ッ ク
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Raster Link ProⅢの起動
Raster Link Pro Ⅲの起動方法を説明します。

1 Windows の［スタート］ - ［すべての

プログラム］ - ［Mimaki Raster Link 
Ⅲ］ - ［Raster Link Ⅲ］メニューを選

択します。 

または、デスクトップ上の「Raster 
Link Ⅲ」アイコンをダブルクリック

します。

Raster Link Pro Ⅲ起動画面を表示します。

2 ユーザーアカウント制御画面を表示

します。

をクリックします。

弊社のデジタ ル署名の有効期限が

切れた場合、 ユーザーアカ ウ ント

制御画面に「 認識できない開発

元」 と 表示さ れます。 

「 許可」 をク リ ッ ク する と 、 Raster 

Link Pro Ⅲを問題なく 起動する 事

ができます。

選択

ク リ ッ ク
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Raster Link Pro Ⅲの起動  

3 Raster Link Pro Ⅲのメインウィンドウ

を表示します。
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Raster Link ProⅢの終了

1 印刷中またはスプール中のジョブが

無いか確認します。

スプール中や印刷中のジョブがないか、

“ジョブ一覧”の“状態”を確認します。

2 ［終了］を選択します。

［ファイル］ - ［終了］メニューまたはクロー

ズボックスをクリックします。

印刷中またはスプール中に Raster Link Pro Ⅲを終了し ないでく ださ い。

確認

選択
ク リ ッ ク
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作業フ ォルダの変更

作業フ ォ ルダの変更
Raster Link Pro Ⅲの作業フォルダの変更方法を説明します。

1 ［作業フォルダの変更］を選択しま

す。

［スタート］ - ［すべてのプログラム］ - 
［Mimaki Raster Link Pro Ⅲ］ - ［作業フォルダ

の変更］メニュー

“作業フォルダ設定”ダイアログを表示しま

す。

2 ユーザーアカウント制御画面を表示

します。

をクリックします。

弊社のデジタ ル署名の有効期限が

切れた場合、 ユーザーアカ ウ ント

制御画面に「 認識できない開発

元」 と 表示さ れます。 

「 許可」 をク リ ッ ク する と 、 Raster 

Link Pro Ⅲを問題なく 起動する 事

ができます。

選択

ク リ ッ ク
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3 変更先の作業フォルダを指定しま

す。

空き容量が十分あるディスクのフォルダを選

択します。

ボタンをクリックします。

変更前の作業フォルダ内の作業用ファイル

を、変更後の作業フォルダ内に移動します。

変更先の作業フ ォルダを、 新規に

作成する こ と も できます。

1. 選択

2. ク リ ッ ク
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ジ ョ ブの種類

ジ ョ ブの種類
ジョブは、ファイルのフォーマット・出力処理別に 4 種類あります。

それぞれのジョブは、ジョブ一覧画面上部の“出力方法”で表示を切り替えます。

また、ジョブの種類ごとにホットフォルダとプリンタを作成します。

デフォルトのホットフォルダとプリンタの名称には、プリンタ管理でプリンタを追加する際に入力し

たプリンタ名が使用されます。

・フルカラー

・RIP 分版

・アプリ分版

・MRL

フルカラー

画像の色をそのまま出力します。

対応ファイルフォーマット ：PS, EPS, TIFF, JPEG, BMP,  PDF

ホットフォルダ・プリンタ名 ：“プリンタ名”、“条件名”（例：JV4）

RIP分版

JV4 のみ使用可能です。

画像を Raster Link Pro Ⅲで分版します。

対応ファイルフォーマット ：PS, EPS, TIFF, JPEG, BMP,  PDF

ホットフォルダ・プリンタ名 ：“プリンタ名 $R”、“条件名”（例：JV4$R）

アプリ分版

JV4 のみ使用可能です。

画像をアプリケーションで分版します。

対応ファイルフォーマット ：PS

ホットフォルダ・プリンタ名 ：“プリンタ名 $A”、“条件名”（例：JV4$A）

MRL

MRL（ミマキコマンドファイル）を、そのままプリンタへ出力します。

対応ファイルフォーマット ：MRL

ホットフォルダ名 ：“プリンタ名 $m”（例：JV4$m）
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メ イン画面について

ジョブ一覧画面（フルカラー、RIP分版、アプリ分版）

起動後に表示する画面です。出力方法をフルカラー、RIP 分版、アプリ分版にすると表示します。

1. 作業デ ィ スク

作業フォルダがあるディスクの使用状況を表示します。

使用可能容量は次の式により求められます。

使用可能容量 = ディスク容量 - ディスク使用量 - 確保するディスク残量＊

＊「確保するディスク残量」は下記の場所で指定します。

「環境設定」-「オプション」-「ディスク」

2. 出力方法

出力方法別にメイン画面の表示を切り替えます。

3. ジ ョ ブ数

出力方法別のジョブの数を表示します。

4. プ リ ンタ名

出力するプリンタの名称を表示します。

“プリンタ名” をクリックして表示されるプルダウンメニューで出力先プリンタを変更できます。

5. グループ

ジョブのグループ化の状態を表示します。

出力方法ごと に登録さ れたプリ ンタ のジョ ブの合計は、 200 件まで登録できます。
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メ イン画面について

6. フ ァ イル名

画像のファイル名を表示します。

7. 形式

画像のフォーマット形式を表示します。

8. サムネイル

画像の縮小イメージを表示します。

9. 情報表示

Raster Link Pro Ⅲ全体の処理状況を表示します。

10.実行中ジ ョ ブ画面の切り替え

各プリンタの実行中ジョブ画面に切り替えます。 大 4 つのプリンタについて表示します。

各プリンタのプリンタステータスも表示します。

タブには、対応するプリンタのプリンタ名が表示されます。カッコ内には、実行中または実行待

ち状態のジョブの合計数が表示されます。実行中のジョブがない場合は、タブ切り替え時にプリ

ンタステータスが更新表示されます。

11.状態

ジョブの状態を表示します。

12.フ ァ イルサイズ

ジョブのデータサイズを表示します。

13.RIP 済みデータ

RIP 済みのデータがある場合、“あり”を表示します。

14.

各プリンタの実行中または実行待ち状態のジョブを一括中断します。

15.ホッ ト フ ォルダ

ホットフォルダの自動監視を開始・停止します。

16.行間調整スラ イダ

1 ジョブの表示の高さを変更します。

17.印刷回数

レイアウトプレビューに表示される印刷イメージの印刷回数を指定します。

18.日時

ジョブを読み込んだ日時を表示します。

ホッ ト フ ォルダ監視中に Macintosh ク ラ イ アント から 複数フ ァ イ ルをホッ ト フ ォルダにコ ピ ーす

る と 、 全てのフ ァ イ ルがスプールできない場合があり ます。

また、 OS 10.4 から 大きなフ ァ イ ルをコ ピ ーする 場合、 1 つずつフ ァ イ ルをコ ピ ーし ても エラ ー

が発生する 場合があり ます。

こ の場合以下の手順で、 フ ァ イ ルの一括コ ピ ーが可能になり ます。

ホッ ト フ ォルダ停止 → フ ァ イ ル一括コ ピ ー → ホッ ト フ ォルダ開始
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ジョブ一覧画面（MRL）

出力方法を MRL にすると表示します。コマンドファイルの一覧を管理します。

1. 実行中ジ ョ ブ画面の切り替え

各プリンタの実行中ジョブ画面に切り替えます。 大 4 つのプリンタについて表示します。

各プリンタのプリンタステータスも表示します。

タブには、対応するプリンタのプリンタ名が表示されます。カッコ内には、実行中または実行待

ち状態のジョブの合計数が表示されます。実行中のジョブがない場合は、タブ切り替え時にプリ

ンタステータスが更新表示されます。

2. 出力方法

出力方法別にメイン画面の表示を切り替えます。

3. プ リ ンタ名

出力するプリンタの名称を表示します。

“プリンタ名” をクリックして表示されるプルダウンメニューで出力先プリンタを変更できます。

4. フ ァ イル名

画像のファイル名を表示します。

5. 状態

ジョブの状態を表示します。

MRL はミ マキエンジニアリ ング製プリ ンタ 専用のコ マンド 形式です。 MRL 形式のジョ ブは、

ジョ ブエディ タ で編集する こ と はできません。
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メ イン画面について

6. フ ァ イルサイズ

ジョブのデータサイズを表示します。

7. 日時

ジョブを読み込んだ日時を表示します。

8. 印刷回数

印刷回数を指定します。

9. 情報表示

Raster Link Pro Ⅲ全体の処理状況を表示します。

10.行間調整スラ イダ

1 ジョブの表示の高さを変更します。
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実行中ジョブ画面

スプールや出力などの処理を行っているジョブの一覧を表示します。

処理中のジョブがない場合、リストには何も表示しません。

1. 実行中ジ ョ ブ画面の切り替え

各プリンタの実行中ジョブ画面に切り替えます。 大 4 つのプリンタについて表示します。

各プリンタのプリンタステータスも表示します。

タブには、対応するプリンタのプリンタ名が表示されます。カッコ内には、実行中または実行待

ち状態のジョブの合計数が表示されます。実行中のジョブがない場合は、タブ切り替え時にプリ

ンタステータスが更新表示されます。

2. 行間調整スラ イダ

実行中ジョブの表示の高さを変更します。

3. ジ ョ ブ一覧

ジョブ一覧画面に切り替えます。

4. フ ァ イル名

進行中ジョブのファイル名を表示します。

5. サムネイル

画像ジョブの場合、処理中ジョブの縮小画像を表示します。

MRL ジョブの場合、表示しません。

6. 状態

現在の処理状態を表示します。

処理状況ビューと連動して表示します。
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メ イン画面について

7. 日時

処理の開始時刻を表示します。

8. 出力方法

出力方法（フルカラー・MRL・RIP 分版・アプリ分版）を表示します。

9. 進行状況ビ ュー

選択しているジョブの処理状態をインジケータで表示します。

各処理の経過時間および残り時間の予測値を表示します。

10.情報表示

Raster Link Pro Ⅲ全体の処理状況を表示します。

11.プ リ ンタステータス

プリンタの状態を表示します。表示内容については、リファレンスガイド 機種別編「プリンタス

テータス表示機能」を参照してください。
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印刷するまでの手順
Raster Link Pro Ⅲを使用してデータを出力する方法を説明します。

出力の手順は以下のようになります。

バンド ル版の Raster Link Pro Ⅲで RIP または印刷する 場合、 使用する プリ ンタ の電源を入れ、

Raster Link Pro Ⅲ PC と プリ ンタ が USB2.0 ケーブルまたは IEEE1394 ケーブルで接続さ れている

必要があり ます。

スプールする 　  P.59

出力する画像を Raster Link Pro Ⅲに読み込みます。

スプール方法は 4 種類あ り ます。

編集する 　  P.69

ジ ョ ブエデ ィ タ ウ ィ ン ド ウ で、 各種編集機能を設定し ます。

出力する 　  P.75
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スプールする

スプールする

画像データのスプール方法について

Raster Link Pro Ⅲに画像をスプールする方法は 4 種類あります。

方法 内容 読込可能なフ ァ イル形式

［開く］メ ニュー

P.60

メ ニューの［開く］から フ ァ イルをスプール し ます。 PS, EPS, TIFF, JPEG, BMP, PDF, 

MRL

ド ラ ッ グアン ド ド ロ ッ プ

P.62

スプールする フ ァ イルのア イ コ ン を、 Raster Link Pro

Ⅲの ウ ィ ン ド ウへ ド ラ ッ グアン ド ド ロ ッ プ し ます。

PS, EPS, TIFF, JPEG, BMP, PDF, 

MRL

ホ ッ ト フ ォルダ 

P.64

ホ ッ ト フ ォルダへスプールする フ ァ イルを コ ピ ー し ま

す。

ホ ッ ト フ ォルダは出力方法別にあ り ます。

フルカ ラーフ ォルダ ： 

PS, EPS, TIFF, JPEG, BMP, PDF 

RIP 分版フ ォルダ ： 

PS, EPS, TIFF, JPEG, BMP, PDF 

アプ リ 分版フ ォルダ ： PS 

MRL フ ォルダ ： MRL

プ リ ン タ ド ラ イバ 

P.66

Adobe Illustrator など のアプ リ ケーシ ョ ン ソ フ ト ウ ェ

アから、 プ リ ン タ ド ラ イバを使用し てスプール し ま

す。

ショ ート カ ッ ト フ ァ イ ルから スプールする こ と はできません。

必ず画像データ のフ ァ イ ルをスプールし てく ださ い。
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Raster Link ProⅢの［開く］メニューから画像をスプールする場合

Raster Link Pro Ⅲのメニューから画像をスプールする方法を説明します。

1 ［開く］を選択します。

［ファイル］ - ［開く］メニュー

“印刷するファイルを選択”ダイアログを表

示します。

選択
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スプールする

2 スプールするファイルを選択しま

す。

“プリンタ名” でスプール先のプリン

タを選択します。

“出力方法”を選択します。

“条件管理”で条件セットを追加し

た場合（ リファレンスガイド機

種別編「条件セットの新規作成」参

照）、適用する条件セットを選択し

ます。

“ファイルを作業ディレクトリにコ

ピー”を指定します。

スプール後に、オリジナルのファイルを変

更・削除する可能性がある場合は、チェック

を入れてください。

ボタンをクリックします。

3 ジョブ一覧画面に選択したファイル

が表示され、スプールが完了すると

サムネイルを表示します。

スプールする フ ァ イ ルは、 複数選

択する こ と ができます。

• シ ョ ー ト カ ッ ト フ ァ イルから

スプールする こ と はでき ませ

ん。 必ず画像データ の フ ァ イ

ルを選択し て く だ さ い。

• 選択し た フ ォルダ内に多 く の

フ ァ イルが存在する場合、 ま

たはサイ ズの大きい フ ァ イル

が存在する場合、 ［印刷する

フ ァ イルを選択］ 画面の表示

が更新される まで時間がかか

る場合があ り ます。 完全に表

示される まで し ば ら く お待ち

く だ さ い。

“フ ァ イ ルを作業ディ レ ク ト リ に

コ ピ ー” をチェ ッ ク し ないでス

プールし たフ ァ イ ルに対し 、 次の

こ と を行わないでく ださ い。

出力できなく なり ます。

• フ ァ イルを別の フ ォルダに移

動、 または削除する

• データ に変更を加え る

1. 選択

2. 選択

6. ク リ ッ ク

3. 選択

4. 選択

5. 選択
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ドラッグアンドドロップにより画像をスプールする場合

Raster Link Pro Ⅲのウィンドウへ、ファイルをドラッグアンドドロップして画像をスプールする方法

を説明します。

1 読み込むファイルをエクスプローラ

上などから選択します。

2 Raster Link Pro Ⅲの“ジョブ一覧”画

面に、ドラッグアンドドロップしま

す。

“印刷するファイルを選択”ダイアログを表

示します。

Raster Link Pro Ⅲ PC の OS が Windows Vista の場合、 フ ァ イ ルのド ラ ッ グアンド ド ロ ッ プでジョ

ブをスプールする こ と はできません。

選択

ド ラ ッ グア ン ド ド ロ ッ プ
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スプールする

3 ドラッグしたファイルが選択状態に

なっています。

“プリンタ名”でスプール先のプリ

ンタを選択します。

“出力方法”を選択します。

“条件管理”で条件セットを追加し

た場合（ リファレンスガイド機

種別編「条件セットの新規作成」参

照）、適用する条件セットを選択し

ます。

“ファイルを作業ディレクトリにコ

ピー”を指定します。

スプール後に、オリジナルのファイルを変

更・削除する可能性がある場合は、チェック

を入れてください。

ボタンをクリックします。

4 ジョブ一覧画面に選択したファイル

が表示され、スプールが完了すると

サムネイルが表示されます。

選択し たフ ォルダ内に多く のフ ァ

イ ルが存在する 場合、 またはサイ

ズの大きいフ ァ イ ルが存在する 場

合、［印刷する フ ァ イ ルを選択］

画面の表示が更新さ れる まで時間

がかかる 場合があり ます。 完全に

表示さ れる までし ばら く お待ち く

ださ い。

“フ ァ イ ルを作業ディ レ ク ト リ に

コ ピ ー” をチェ ッ ク し ないでス

プールし たフ ァ イ ルに対し 、 次の

こ と を行わないでく ださ い。

出力できなく なり ます。

• フ ァ イルを別の フ ォルダに移

動または削除する

• データ に変更を加え る

1. 選択

2. 選択

3. 選択

4. 選択

5. ク リ ッ ク
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ホットフォルダを使用して画像をスプールする場合

ホットフォルダを使用した画像のスプール方法を説明します。

1 ホットフォルダを開きます。

EPS や TIFF などのフルカラー画像ファイル

をスプールする場合、“プリンタ名”を開き

ます。

MRL コマンドファイルをスプールする場合、

“プリンタ名 $m”を開きます。

アプリケーションでプロセスカラーに分解し

たファイルをスプールする場合、“プリンタ

名 $A”を開きます。

フルカラー画像を Raster Link Pro Ⅲでプロセ

スカラーに分解する場合、“プリンタ名 $R”
を開きます。

• ホ ッ ト フ ォルダは、 Raster Link Pro Ⅲイ ンス ト ールフ ォルダの中に作成されます。 

出力方法の違いによ り 、 2 つ（4 つ） のフ ォルダがあ り ます。

• 出力条件を設定し たホ ッ ト フ ォルダを追加する こ と ができます。 

 (  「 リ フ ァ レ ンスガ イ ド 機種別編 　“条件管理について”」 参照 )

“プリ ンタ 名” の部分はプリ ンタ

管理でプリ ンタ を追加する 際に入

力し た名称が入り ます。
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スプールする

2 スプールするファイルをホットフォ

ルダにコピーします。

3 Raster Link Pro Ⅲでの読込が終了する

と、ホットフォルダにコピーした

ファイルはなくなります。

4 ジョブ一覧画面に、ホットフォルダ

にコピーしたファイルが表示され、

スプールが完了するとサムネイルが

表示されます。

• ホ ッ ト フ ォルダに コ ピ ー し た

フ ァ イルは、 Raster Link Pro Ⅲ

が読み込んだ後、 他の フ ォル

ダ内に移動し て し まいます。

• ホ ッ ト フ ォルダには、 必ず コ

ピー し た フ ァ イルを入れる よ

う に し て く だ さ い。

コ ピー
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プリンタドライバを使用して画像をスプールする場合

Adobe Illustrator からプリンタドライバを使用した画像のスプール方法を一例として説明します。

1 Adobe Illustrator を起動し、スプール

するファイルを表示します。

2 ［プリント］を選択します。

［ファイル］ - ［プリント］メニュー

“プリント”ダイアログを表示します。

• Raster Link Pro Ⅲは、 機種設定時に次の名前のプ リ ン タ ド ラ イ バを作成し ます。 

“プ リ ン タ名”、“プ リ ン タ名 $A”、“プ リ ン タ名 $R”　（“プ リ ン タ名” はプ リ ン タ管理でプ リ

ン タ を追加する際に入力し た名称。）

• 出力条件を設定し たプ リ ン タ ド ラ イ バを追加する こ と ができます。 

 ( 「 リ フ ァ レ ンスガ イ ド 機種別編 　“条件管理について”」 参照 )

選択
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スプールする

3 “プリンタ名”を選択します。

EPS や TIFF などのフルカラー画像ファイル

をスプールする場合、“プリンタ名”　を選択

します。

アプリケーションでプロセスカラーに分解し

たファイルをスプールする場合、“プリンタ

名 $A”を選択します。

フルカラー画像を Raster Link Pro Ⅲでプロセ

スカラーに分解する場合、“プリンタ名 $R”
を選択します。

4 ボタンをクリックしま

す。

“プリンタ名のドキュメントのプロパティ”

ダイアログを表示します。

5 ボタンをクリックし

ます。

“プリンタ名詳細オプション”ダイアログを

表示します。

“プリ ンタ 名” の部分は現在設定

さ れている プリ ンタ 名が入り ま

す。

選択

ク リ ッ ク

ク リ ッ ク
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6 PostScript カスタムページサイズの定

義などの設定を行い、 ボタ

ンをクリックします。

7 設定した複数のダイアログの

ボタンをクリックします。

“プリント”ダイアログの

ボタンをクリックすると、

画像データをスプールします。

8 ジョブ一覧画面に、スプールした

ファイルが表示され、スプールが完

了するとサムネイルが表示されま

す。

プリ ンタ ド ラ イ バ経由でスプール

し た画像は、 元画像のフ ァ イ ル形

式にかかわら ず「ps」形式になり

ます。

ク リ ッ ク

2. ク リ ッ ク

1. ク リ ッ ク
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ジ ョ ブの編集

ジ ョ ブの編集
ジョブは、各種編集機能の設定が可能です。

“ジョブ一覧”から編集するジョブを選択し、次の方法で“ジョブエディタ”を開きます。

・ 選択ジョブをダブルクリック

・ マウスの右ボタンをクリックし、ポップアップメニューから“編集”を選択

・ キーを押しながら キーを押す

ジョブエディタウィンドウで、各種編集機能を設定します。

ジョブエディタウィンドウは、接続しているプリンタにより異なります。各プリンタ用のリファレン

スガイドをお読みください。

• プ リ ン タ側では、 原点 （プ リ ン ト 開始位置） を変更し ないで く だ さ い。 

原点を変更する と、 Raster Link Pro Ⅲで設定し た位置に印刷できな く な り ます。

• MRL 形式のジ ョ ブは、 ジ ョ ブエデ ィ タ ウ ィ ン ド ウ を開 く こ と ができ ません。

• 状態が“印刷済”、“待機中”、“中断”、“エラー”、 以外のジ ョ ブは、 ジ ョ ブエデ ィ タ ウ ィ ン

ド ウ を開 く こ と ができ ません。

選択

ダブルク リ ッ ク
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ジ ョ ブの複製
スプール済みのジョブを複製することができます。

同じ画像で条件を変えて印刷する場合、もう一度同じ画像をスプールする手間が省けます。

1 複製するジョブを選択します。

右クリックして“複製”を選択しま

す。

または キーを押しながら キー

を押します。

2 ジョブが複製されます。

グループ化し ている ジョ ブは複製できません。 グループ化を解除し てから 複製し てく ださ い。

• 複製されたジ ョ ブ と複製元の

出力設定情報（画像編集 ・ カ

ラー編集 ・ 印刷条件） は同じ

にな り ます。

• 複製元の RIP 済みデータ は複製

し ません。

選択
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ジ ョ ブのバッ クアップ ・ リ ス ト ア

ジ ョ ブのバックアップ・リス ト ア
ジョブを別のファイルにバックアップすることができます。

リストア機能を使用すると、ジョブを復元することができます。

バックアップ

ジョブを別ファイルにバックアップします。

グループ化しているジョブはグループごとにバックアップすることができます。

1 バックアップを作成するジョブを選

択します。

右クリックして“バックアップ”を

選択します。

または キーを押しながら キー

を押します。

“保存するファイル名を指定”ダイアログを

表示します。

2 RIP済データもバックアップする場合、 

“RIP 済データも含める”をチェック

します。

バックアップ後にジョブを削除する

場合、“バックアップ後にジョブを

削除する”をチェックします。

保存するファイル名を入力します。

をクリックします。

ファイルを保存します。

複数のジョ ブを選択する こ と も で

きます。

選択

2. 入力

3. ク リ ッ ク

1. 設定
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3 バックアップファイルの拡張子は

“RLAJ3”になります。

リストア

バックアップしたファイルを、復元して読み込みます。

1 ［リストア］を選択します。

［ファイル］ - ［リストア］メニュー

または キーを押しながら キー

を押します。

“復元するファイルを選択”ダイアログを表

示します。

バッ ク アッ プフ ァ イ ルには、 次の

フ ァ イ ルが含まれます。

• 元画像

• ジ ョ ブの設定フ ァ イル

• ジ ョ ブが使用し ている各種調

整フ ァ イル

• RIP 済データ（“RIP 済データ も

含める”をチェ ッ ク し た場合）

• ジ ョ ブが使用し ている入力プ

ロ フ ァ イル と デバイ スプ ロ

フ ァ イル

• バッ ク ア ッ プジ ョ ブ用のプ リ ン タ が登録されていない場合は、 リ ス ト アできません。 プ リ

ン タ管理でバッ ク ア ッ プジ ョ ブのプ リ ン タ と同一モデルのプ リ ン タ を追加し てから リ ス ト

ア し て く だ さ い。

• バッ ク ア ッ プジ ョ ブ用のプ リ ン タ と同一モデルのプ リ ン タ が複数台登録されている場合は、

プ リ ン タ の“No” の若いプ リ ン タ に リ ス ト ア されます。 プ リ ン タ“No” はプ リ ン タ管理画面

に表示されます。 リ ス ト ア後に他のプ リ ン タ用に変更する こ と ができます。 

（出力先プ リ ン タ の変更 P.74）

• リ ス ト アする ジ ョ ブが使用し ている プ ロ フ ァ イルが イ ンス ト ールされていない と ジ ョ ブは

リ ス ト アでき ません。 画面の指示に従い、 先にプ ロ フ ァ イルを イ ンス ト ールし て く だ さ い。

選択
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ジ ョ ブのバッ クアップ ・ リ ス ト ア

2 復元するバックアップファイルを選

択します。

バックアップファイルに含まれる

RIP 済データも復元する場合“RIP
済データも復元する”をチェックし

ます。

をクリックします。

3 ジョブを復元します。

バッ ク アッ プフ ァ イ ルを作成し た

際“RIP 済データ も 含める ” を

チェ ッ ク し ていない場合、“RIP 済

データ も 復元する ” をチェ ッ ク し

ても RIP 済データ は復元できませ

ん。

拡張子が以下のバッ ク アッ プジョ

ブフ ァ イ ルも リ スト アできます。

• “RLAJ” ...... Raster LinkPro Ⅱ v1.0

• “RLAJ2” ... Raster LinkPro Ⅱ 

V2.0 ～ v2.1 

V3.0 ～ v3.4

3. ク リ ッ ク

1. 選択

2. 設定
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出力先プリ ンタの変更
プリンタが複数台登録されている場合は、出力先プリンタを変更することができます。

ここでは、モデル名が“JV3-SP”、カラーが“4Color”の 2 台のプリンタが以下のプリンタ名で登録

されている場合を例に説明します。

プリンタ１：JV3-A

プリンタ２：JV3-B

1 出力先プリンタを変更したいジョブ

の“プリンタ名”をクリックしま

す。

2 プルダウンメニューに選択可能なプ

リンタ名が表示されるので、出力先

プリンタを選択して変更します。

• 出力先を同一モデルではないプ リ ン タ に変更する と、 ［回転］、 ［ ミ ラー］、 ［スケール］、 ［ ト

リ ミ ング］、 ［移動］、 ［カ ッ ト ラ イ ン］ 以外のジ ョ ブ設定は初期化されます。

• 同一モデル と は、 プ リ ン タ管理でプ リ ン タ を登録する際の、 モデル名と カ ラーが一致し て

いる こ と を指し ます。 例えばモデル名が JV3-SP の場合、 カ ラーが 4Color と 8Color では別

モデル扱いにな り ます。

• 出力先プ リ ン タ を変更し た後でジ ョ ブエデ ィ タ を開き、 レ イ ア ウ ト プ レ ビ ューで画像が メ

デ ィ アから はみ出ていないか確認し て く だ さ い。 出力先を変更し て も、 画像の配置位置は

自動的に調整されません。

グループ化さ れている ジョ ブに対し て出力先プリ ンタ を変更する と 、 同一グループの全てのジョ

ブの出力先プリ ンタ が一度に変更さ れます。

ク リ ッ ク

選択
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出力する

出力する
出力方法には次の 4 種類があります。

・RIP& 印刷

・RIP 後印刷

・RIP のみ

・印刷のみ

RIP&印刷

RIP 処理しながら、プリンタへデータ転送を行います。

1 “ジョブ一覧”より出力するジョブ

を選択します。

マウスの右ボタンをクリックし、ポップアッ

プメニューから“RIP& 印刷”を選択します。

• ジ ョ ブの“状態” が“印刷済”、“待機中”、“中断”、“エラー” 以外の場合、 出力でき ませ

ん。

• バン ド ル版の Raster Link Pro Ⅲで RIP または印刷する場合、使用する プ リ ン タ の電源を入れ、

Raster Link Pro Ⅲ PC と プ リ ン タ が USB2.0 ケーブルまたは IEEE1394 ケーブルで接続されて

いる必要があ り ます。

• プ リ ン タ側で以下のエラー ・ 操作を し た場合、 印刷を再開する こ と ができ ます。

∗ イ ン ク エン ド によ る ロ ーカル状態→イ ン ク を交換し、 リ モー ト 状態にする

∗ リ モー ト 状態から ロ ーカル状態に変更→ リ モー ト 状態にする

• プ リ ン タ側で以下のエラー ・ 操作を し た場合、 印刷が中断され RIP 待ち ジ ョ ブ も キャ ンセル

されます。

∗ ロ ーカル状態に変更し、 プ リ ン タ側でデータ ク リ アを し た場合

∗ IEEE1394 接続で、 バス リ セ ッ ト が発生し た場合

∗ メ デ ィ アが終了し、 メ デ ィ アエン ド を検出し た場合

次の条件のジョ ブは“RIP& 印刷” できません。

グループ化し ている  / アプリ 分版 / RIP 分版 / MRL ジョ ブ / 印刷回数を“2” 以上に設定し て

いる  / パネリ ン グ指定のジョ ブ / タ イ リ ン グで ［任意の場所に配置］ を指定し ている ジョ ブ

1. 選択

2. 選択
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2 ジョブの出力先プリンタ実行中ジョ

ブ画面の“進行状況ビュー”に処理

状態を表示します。

“RIP& 印刷中”のインジゲータが動き始める

と、印刷を開始します。

RIP後印刷

RIP 中は RIP 済みデータをハードディスクに書き出し RIP 終了後、印刷します。

Raster Link Pro Ⅲからプリンタへのデータ転送が間に合わない場合やジョブをグループ化して

出力する時などに使用します。

RIP 後印刷処理後、“ジョブ一覧”の“RIP 済データ”欄に“あり”と表示します。

1 “ジョブ一覧”より出力するジョブ

を選択します。

マウスの右ボタンをクリックし、

ポップアップメニューから“RIP 後

印刷”を選択します。

• 複数ジ ョ ブが処理中の場合、

ジ ョ ブを選択する と それぞれ

の処理状況を確認でき ます。

• 初期設定では“RIP& 印刷” 後

に RIP 済データ を残し ません。 

後で“印刷のみ” ( P.79)

を行 う 場合は RIP 済データ が

必要です。 

オプシ ョ ンの“ジ ョ ブ制御”

メ ニュー ( P.85) で、 RIP 済

データ が残る よ う に設定を変

更する こ と ができ ます。

MRL ジョ ブは“RIP 後印刷” できません。

1. 選択

2. 選択
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出力する

2 ジョブの出力先プリンタ実行中ジョ

ブ画面の“進行状況ビュー”に処理

状態を表示します。

“配置印刷中”のインジゲータが動き始める

と、印刷を開始します。

• 複数ジ ョ ブが処理中の場合、

ジ ョ ブを選択する と それぞれ

の処理状況を確認でき ます。

• 初期設定では“RIP 後印刷” の

後に RIP 済データ を残し ます。 

デ ィ ス ク の空き容量が少な く

なってきたなど RIP 済データ

を残し た く ない場合、 オプ

シ ョ ンの“ジ ョ ブ制御” メ

ニュー ( P.85) で、 RIP 済

データ を削除する よ う に設定

を変更する こ と ができ ます。
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RIPのみ

RIP 処理のみ行います。

RIP 処理後、“ジョブ一覧”の“RIP 済データ”欄に“あり”と表示します。

1 “ジョブ一覧”より出力するジョブ

を選択します。

マウスを右クリックし、ポップアッ

プメニューから“RIP のみ”を選択

します。

2 ジョブの出力先プリンタ実行中ジョ

ブ画面の“進行状況ビュー”に処理

状態を表示します。

MRL ジョ ブは“RIP のみ” はできません。

複数のジョ ブを処理し ている 場

合、 ジョ ブを選択する と それぞれ

の処理状況を確認できます。

1. 選択
2. 選択
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出力する

印刷のみ

RIP 済みデータがある場合に使用できます。

1 “ジョブ一覧”より出力する RIP 済み

のジョブを選択します。

“RIP 済データ”欄に“あり”と表示のある

ジョブを選択します。

マウスの右ボタンをクリックし、

ポップアップメニューから“印刷の

み”を選択します。

2 ジョブの出力先プリンタ実行中ジョ

ブ画面の“進行状況ビュー”に処理

状態を表示します。

• RIP 済みデータ がない場合、“印刷のみ” はでき ません。

• グループ化し ている ジ ョ ブの場合、 グループに含まれる全てのジ ョ ブの RIP 済みデータ が必

要です。

• タ イ リ ングジ ョ ブの場合、 作図タ イル指定された全ての タ イルの RIP 済データ が必要です。

• 複数ページジ ョ ブの場合、 作図指定された全てのページの RIP 済データ が必要です。

• アプ リ 分版ジ ョ ブの場合、 作図指定された全ての版の RIP 済データ が必要です。

複数のジョ ブを処理し ている 場

合、 ジョ ブを選択する と それぞれ

の処理状況を確認できます。

2. 選択1. 選択
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MRLの出力

MRL コマンドファイルは、ミマキエンジニアリング製プリンタが受信し印刷できるデータファイルで

す。

Raster Link Pro Ⅲ以外の RIP で作成した MRL コマンドファイルを、プリンタに送信し印刷すること

ができます。

MRL コマンドファイルの出力は、次の手順で行います。

1 “ジョブ一覧”の“出力方法”を

“MRL”にします。

2 “ジョブ一覧”より出力するジョブ

を選択します。

マウスを右クリックし、ポップアッ

プメニューから“印刷のみ”を選択

します。

3 ジョブの出力先プリンタ実行中ジョ

ブ画面の“進行状況ビュー”に処理

状態を表示します。

• MRL ジョ ブはサムネイ ルを表示

し ません。

• 複数のジョ ブを処理し ている 場

合、 ジョ ブを選択する と それぞ

れの処理状況を確認できます。

選択

2. 選択1. 選択
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出力する

印刷回数を指定して印刷

画像編集を行ったデータをコピー印刷します。

1 “ジョブ一覧”より、出力するジョ

ブを選択します。

2 “印刷回数”をクリックし、印刷回

数を設定します。 

“印刷回数”を変更したら、

キーを押して値を確定し

てください。

3 印刷します。（ P.75）

印刷回数を“2” 以上に指定し た

場合、“RIP& 印刷” はできません。

選択

選択
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RIP・出力処理を中断する

1 “実行中ジョブ”から処理を中断し

たいジョブを選択します。

マウスを右クリックし、ポップアッ

プメニューから“中断”を選択しま

す。

または キーを押しながら キー

を押します。

2 しばらくすると“実行中ジョブ”か

らジョブが消えます。

すぐ に出力を中断する 場合は、 プ

リ ンタ の“データ ク リ ア” 機能を

数回実行し てく ださ い。

“ジョ ブ一覧” に戻る と 、“状態”

欄に“中断” と 表示し ます。

• 出力を中断し た場合、 プ リ ン タ の“データ ク リ ア” 機能を数回実行し て く だ さ い。 

“データ ク リ ア” 機能を実行し ない と、 次の出力時に正常な出力結果を得られない場合があ

り ます。

• 印刷回数を“2” 以上に設定し ている場合、 中断し た回数以後の印刷は行いません。

1. 選択

2. 選択
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RIP ・ 出力処理を一括中断する

RIP・出力処理を一括中断する
複数のプリンタで印刷している場合、すべてのプリンタの実行中および実行待ち状態のジョブを、一

回の操作で中断することができます。

ジョブ一覧画面で ボタ

ンをクリックします。

ク リ ッ ク
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ジ ョ ブのプロパテ ィ
“ファイル情報”、“実行結果”、“画像編集”、“カラー編集”、“印刷条件”の各設定を表示します。

プロパティを表示するジョブを 1 つ

選択します。

マウスを右クリックし、ポップアッ

プメニューから“プロパティ”を選

択します。

または キーを押しながら キー

を押します。

• お使いのプ リ ン タ によ り プ ロ パテ ィ の表示項目が異な り ます。

• 編集中のジ ョ ブはプ ロ パテ ィ を表示でき ません。

• MRL ジ ョ ブは、“MRL” 情報のみ表示し ます。

• 実行中のジ ョ ブは、“実行結果” を表示し ません。

1. 選択

2. 選択
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オプシ ョ ン設定

オプシ ョ ン設定
Raster Link Pro Ⅲの動作環境に関するオプションを“オプション”ウィンドウで設定できます。

“オプション”ウィンドウを表示するには、Raster Link Pro Ⅲの［環境設定］メニューから“オプショ

ン”を選択します。

［ジョブ制御］メニュー

設定変更は、変更後にジョブを実行した時点から有効です。

1. ハイパー･ジ ョ ブ・スレ ッデ ィ ング

1 台のプリンタに対して複数のジョブを連続実行する際の、ジョブの並列処理方法を指定します。

変更した設定は、変更後に実行したジョブから有効になります。

OFF : ジョブを並列実行しません。

スプール処理と RIP 処理と印刷処理が順次に実行されます。

レベル 1 : RIP 処理と印刷処理を並列実行します。

大で 2 つのジョブが並列実行されます。

RIP& 印刷の場合は並列実行されません。

ジョ ブの編集中は“オプショ ン”ウ ィ ンド ウ を開く こ と はできません。

1

2

3

4

5

6
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レベル 2 : スプール処理と RIP 処理と印刷処理を並列実行します。

大で 3 つのジョブが並列実行されます。

RIP& 印刷する場合は、RIP& 印刷中にスプール処理が並列実行できます。

“レベル 2”を指定する場合は下記性能の PC を推奨します。

CPU : ハイパースレッディング対応またはマルチコアの intel Pentium4 または

Xeon プロセッサの 2.4GHz 以上

RAM : 1GB 以上

ジョブを連続実行するとき、印刷中にプリンタのヘッドが停止してしまう場合は、ハイパー • ジョ

ブ • スレッディングのレベルを下げてください。

2. 同時印刷プ リ ンタ数

複数のプリンタに対して、［RIP& 印刷］や［印刷］を連続実行する際に、何台のプリンタに対し

て同時に印刷するかを指定します。2 以上に指定した場合でも、異なるプリンタに対して［RIP&
印刷］は同時に実行されませんが、［RIP& 印刷］と［印刷のみ］を同時に実行することができま

す。異なるプリンタに対して、スプール処理や RIP 処理は同時には実行できません。

ジョブを連続印刷するときに、印刷中にプリンタのヘッドが停止してしまう場合は、同時印刷プ

リンタ数の設定を下げてください。

設定変更は、Raster Link Pro II 再起動後に有効になります。

3. RIP & 印刷で RIP 済データを作成する

チェックすると“RIP & 印刷”時に RIP ファイルを作成します。

“RIP & 印刷”後、“印刷のみ”を実行できるようになります。

チェックしていない場合 RIP ファイルを作成せず、“ジョブ一覧”の“RIP 済データ”欄は“な

し”のままになります。

ただしコピーを 2 部以上設定しているジョブを“RIP & 印刷”する場合、無条件に RIP ファイル

を作成します。

4. 印刷後にジ ョ ブを削除する

印刷後にジョブを削除する設定をします。

実行を中断した場合、またはエラーが発生した場合は削除しません。

完全に削除する： ジョブ一覧からジョブを完全に削除します。

RIP 済データのみ削除する： RIP 済データがある場合、RIP 済データのみを削除し、ジョブは

ジョブ一覧に残します。

複数プリ ンタ で同時に印刷する 場合、 Raster Link Pro II がイ ンスト ールさ れた PC のスペッ ク 、 解

像度など の印刷条件、 または接続し ている プリ ンタ 仕様により 、 印刷中にプリ ンタ ヘッ ド が停止

する 場合があり ます。
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オプシ ョ ン設定

5. インク消費量を算出する

チェックすると“RIP のみ”、“RIP ＆印刷”、“RIP 後 印刷”時にインクの消費量を計算により求

めます。計算したインク消費量は、ジョブのプロパティの“実行結果”（ P.84）に表示されま

す。

［印刷条件］-［印刷モード］で［重ね塗り］を 2 回以上に指定した場合、指定回数倍した値を表

示します。

［印刷回数］を 2 回以上に指定しても、1 回分として計算します。

6. ド ングルエラー発生時にジ ョ ブを中断する

チェックすると、ドングルエラー発生時に、ジョブの実行を中断します。ドングルエラー時は、

ライセンス確認ができないため、「NOT REGISTERED」を印刷しますが、チェックすることでメ

ディアの消費を防ぎます。

表示さ れる 値はおおよその値です。 参考値と し てく ださ い。

以下の機種は、 プリ ンタ 本体の仕様により イ ンク 消費量は常に「 0」 と 表示さ れます。

• JF-16XX
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［パフォーマンス］メニュー

1. 優先度

RIP 中にジョブの編集操作を行う際、PC の性能が低いと、ジョブエディタ画面が開くまでに時間

を要する場合があります。このような場合、［優先度］を［操作性優先］側に調整することで、

操作レスポンスが向上します。ただし RIP 速度は低下するため、特に問題がない場合はデフォル

トの設定のままご使用ください。

ハイパースレッディングまたはマルチコアプロセッサ搭載の高性能な PC をご使用の場合、あま

り効果がありません。

1
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オプシ ョ ン設定

［表示］メニュー

1. プレビ ュー解像度

スプール時に作成するプレビュー画像の解像度を指定します。

通常は“デフォルト”の状態にしてください。

色置換設定などで、画像を拡大して細部を確認したい場合、解像度を高くしてください。

ただし解像度を高くすると多くのメモリを消費するため、特に複数のジョブを同時に編集する場

合に、以下の現象が発生します。

•ジョブエディタ画面が開かなくなる

•ジョブエディタ画面での編集操作が遅くなる

•ジョブエディタ画面で編集操作中に、「メモリが極端に不足しているため操作を続行できま

せん」メッセージが表示され、Raster Link Pro Ⅲが終了する

解像度を高くした場合は、同時に複数のジョブを編集しないようにしてください。

解像度の設定変更は、次回スプール時から有効になります。

2. ツールチップを表示する

チェックすると、マウスポインタ位置の項目に対して簡単な説明を表示します。

設定変更は、設定変更後に新しく表示した画面から有効になります。

すでに表示している画面は、一度閉じてから再表示すると有効になります。

3. 単位

長さ（mm、inch）の単位を設定します。

設定変更は、設定変更後に新しく表示した画面から有効になります。

すでに表示している画面は、一度閉じてから再表示すると有効になります。

1

2

3
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［ホットフォルダ］メニュー

アプリケーションソフトウェアからデータをホットフォルダに直接保存する場合、ホットフォル

ダに保存する過程で、中間ファイルを作成する場合があります。ホットフォルダの検出で中間

ファイルを誤って検出しないように、無視するファイル名の一部を登録します。

設定の変更は、変更直後から有効になります。

1. 検出を無視するフ ァ イル名に含まれる文字列

無視するファイル名に含まれる文字列のリストを表示します。

2. 検出を無視するフ ァ イル名に含まれる文字列入力ボッ クス

検出を無視するファイル名に含まれる文字列を入力します。

正規表現で指定可能です。

3. ボタン

検出を無視するファイル名に含まれる文字列を削除します。

4. ボタン

検出を無視するファイル名に含まれる文字列を追加します。

1

2

3

4
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オプシ ョ ン設定

• デフ ォル ト 設定値の説明

デフ ォルト で３ 種類の文字列が設定さ れています。 以下にデフ ォルト の各設定値について説

明し ます。

＼． ｔ ｍｐ ＄

“.tmp” で終わる フ ァ イ ル名を無視し ます。

Windows 版 Illustrator で［保存］ または［別名で保存］ を実行する と 、 拡張子が“tmp” の一時

フ ァ イ ル が作成さ れます。

＾ Ａ Ｉ  Ｔ ｅ ｍｐ

“AI Temp” で始まる フ ァ イ ル名を無視し ます。

Macintosh 版 Illustrator で［保存］ または［別名で保存］ を実行する と 、“AI Temp” で始まる 一

時フ ァ イ ルが作成さ れます。

＾ ＼．

“.” で始まる フ ァ イ ル名を無視し ます。

Macintosh ク ラ イ アント から リ ソ ースフ ォーク 付きのフ ァ イ ルをコ ピ ーする と 、“.” で始まる

フ ァ イ ルが作成さ れる 場合があり ます。

• 正規表現について

デフ ォルト の文字列は正規表現を使用し ています。 以下にデフ ォルト 文字列で使用し ている

正規表現のメ タ 文字について簡単に説明し ます。

＾ ( キャレ ッ ト )

文字列の先頭を意味し ます。

＄( ド ル記号 )

文字列の終端を意味し ます。

＼ ( 逆スラ ッ シュ )

メ タ 文字をエスケープし ます。

“.” は正規表現では任意の１ 文字を表すメ タ 文字と し て扱われる ため、“.” を文字と し て指定

し たい場合は“.” の前に“＼” を付けて“＼ .” と し ます。

Raster Link Pro Ⅲでは、“\” ( エンサイ ン ) を“＼” で表し ます。

“＼” を入力する 場合は、 キーボード 上の“\” をタ イ プし てく ださ い。
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［ディスク］メニュー

1. 確保するデ ィ スク残量

作業フォルダを設定しているハードディスクの、 低空き容量を設定します。

ハードディスクの空き容量が設定値以下になった場合、ジョブのスプール、実行、複製、リスト

アができません。

ジョブの実行中に空き容量が設定値を下回った場合、実行を中断します。

1
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オプシ ョ ン設定

［プリンタ］メニュー （JV5シリーズ）

1. 電源 OFF 待ち時間

実行中ジョブ画面でプリンタの［電源 OFF］を指定した場合の、印刷完了からプリンタの電源が

切れるまでの時間を指定します。

1
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エラーメ ッセージの対処方法

エラーメッセージ

エラーメ ッセージ 表示条件 対処方法

Raster Link Pro Ⅲの実行権限があ り

ません。

Administrators グループのユーザで

ロ グ イ ン し なお し てから Raster 

Link Pro Ⅲを起動し て く だ さ い。

または、 “ロ ーカル セキュ リ テ ィ 

ポ リ シー” の設定を確認し て く だ

さ い。

起動時 (Administrators

グループに属さ ない

ユーザで Windows2000

に ロ グ イ ン し た場合 )

Administrators グループのユーザで ロ グ イ ン し直

し てから Raster Link Pro Ⅲを起動し て く だ さ い。

または、 イ ンス ト ールガ イ ド に し たがって、

ロ ーカルセキュ リ テ ィ ポ リ シーの設定を行って

く だ さ い。

プ リ ン タ が登録されていません。 

［プ リ ン タ管理］ メ ニューでプ リ ン

タ を登録し て く だ さ い。

起動時 プ リ ン タ が １ 台も登録されていない状態で

Raster Link Pro Ⅲを実行し ま し た。 プ リ ン タ管

理でプ リ ン タ を追加し てから Raster Link Pro Ⅲ

を実行し て く だ さ い。

他のプ ロ グラムがプ ロ フ ァ イル

データベースを使用し ているため、

Raster Link Pro Ⅲを起動でき ませ

ん。

起動時

(Raster Link Pro Ⅲ )

Profile Manager を終了し てから Raster Link Pro

Ⅲを起動し て く だ さ い。

他のプ ロ グラムがプ ロ フ ァ イル

データベースを使用し ているため、

Profile Manager を起動でき ません。

起動時 

(Profile Manager)

Raster Link Pro Ⅲを終了し てから Profile Manager

を起動し て く だ さ い。

複数のプ リ ン タ で ［マシ ン メ イ

シ ョ ウ］ が重複し ています。

プ リ ン タ の操作パネルで、 ユニー

ク な ［マシ ン メ イ シ ョ ウ］ を設定

し て く だ さ い。

起動時

プ リ ン タ管理

USB2.0 で 2 台以上のプ リ ン タ を接続する場合

は、 それぞれのプ リ ン タ の操作パネルでユニー

ク な ［マシ ン メ イ シ ョ ウ］ を設定し て く だ さ

い。

接続可能プ リ ン タ が指定されてい

ません。

プ リ ン タ管理 プ リ ン タ設定画面で IEEE1394 を選択する場合

は、 プ リ ン タ と接続し て接続可能プ リ ン タ リ ス

ト から対象のプ リ ン タ を選択し て く だ さ い。

そのプ リ ン タ名は既に使用されて

います。

プ リ ン タ管理 プ リ ン タ名にはユニーク な名称を指定する必要

があ り ます。 登録済プ リ ン タ のプ リ ン タ名と重

複し ない名称を入力し て く だ さ い。

その接続可能プ リ ン タ は既に他の

プ リ ン タ（プ リ ン タ名） に関連付

け られています。

プ リ ン タ管理 プリ ンタ 管理では 1 台の接続可能プリ ンタ に対し

て、 複数のプリ ンタ に関連付けるこ と はできませ

ん。

１ 枚の IEEE1394 I/F カード に、 複数

のプリ ンタ が接続さ れています。

IEEE1394 I/F カード １ 枚につき、 プ

リ ンタ は１ 台だけ接続し てく ださ

い。

起動時

プ リ ン タ管理

IEEE1394 イ ンタ ーフ ェ イ スカ ード に複数のコ ネ

ク タ が装備さ れていても 、 1 枚のイ ンタ ーフ ェ イ

スカ ード に接続可能なプリ ンタ は 1 台だけです。 

複数台のプリ ンタ を接続する 場合は、 IEEE1394

イ ンタ ーフ ェ イ スカ ード を追加実装し てく ださ

い。
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* 台のプ リ ン タ が IEEE1394 ポー ト

に接続されています。 IEEE1394

ポー ト に複数のプ リ ン タ を接続す

る場合は、 Mimaki 1394 Dviver を

Ver2.00 以上にバージ ョ ンア ッ プ し

て く だ さ い。

起動時

プ リ ン タ管理

2 台以上のプ リ ン タ を接続する場合は、 

Mimaki1394Driver の Ver2.00 以上が必要です。 

古いバージ ョ ンの ド ラ イ バをアン イ ンス ト ール

し てから、 新バージ ョ ン を イ ンス ト ール し て く

だ さ い。 ド ラ イ バの再イ ンス ト ール方法は、 ド

ラ イバ CD 内の InstallGuide を参照し て く だ さ い。

プロ フ ァ イ ル情報を取得できません。 起動時 プ ロ フ ァ イル管理フ ァ イルが壊れている可能性

があ り ます｡ Raster Link Pro Ⅲを再イ ンス ト ール

し て く だ さ い｡

フルカ ラーデバ イ スプ ロ フ ァ イル

を 低 １ つは イ ンス ト ール し て く

だ さ い。

起動時

プ リ ン タ管理

Raster Link Pro Ⅲの実行には、 選択し た機種用

の フルカ ラーデバイ スプ ロ フ ァ イルが 低 １ つ

は必要です。 提供されているデバイ スプ ロ フ ァ

イルを ProfileManager で イ ンス ト ールし て く だ

さ い。

版下分版用デバ イ スプ ロ フ ァ イル

を 低 １ つは イ ンス ト ール し て く

だ さ い。

起動時

プ リ ン タ管理

Raster Link Pro Ⅲの実行には､選択し た機種が版

下分版に対応し ている場合、 版下分版用のデバ

イ スプ ロ フ ァ イルが 低 １ つは必要です。 提供

されているデバイ スプ ロ フ ァ イルを Profile 

Manager で イ ンス ト ール し て く だ さ い。

RGB 入力プ ロ フ ァ イルを 低 １ つ

は イ ンス ト ール し て く だ さ い。

起動時 Raster Link Pro Ⅲの実行には、 RGB 入力プ ロ

フ ァ イルが 低 １ つは必要です。 提供されてい

る RGB 入力プ ロ フ ァ イルを ProfileManager で イ

ンス ト ール し て く だ さ い。

CMYK 入力プ ロ フ ァ イルを 低 １ つ

は イ ンス ト ール し て く だ さ い。

起動時 Raster Link Pro Ⅲの実行には、 CMYK 入力プ ロ

フ ァ イルが 低 １ つは必要です。 提供されてい

る CMYK 入力プ ロ フ ァ イルを ProfileManager で

イ ンス ト ール し て く だ さ い。

デフ ォル ト 条件を生成でき ません。 プ リ ン タ管理 アン イ ンス ト ールが完全に行われていない状態

で Raster Link Pro Ⅲを再イ ンス ト ール し た可能

性があ り ます。 前回の イ ンス ト ールデ ィ レ ク ト

リ が削除されている こ と を確認し てから Raster 

Link Pro Ⅲを再イ ンス ト ールし て く だ さ い。

デフ ォル ト プ リ ン タ を生成でき ま

せん。

プ リ ン タ管理 アン イ ンス ト ールが完全に行われていない状態

で Raster Link Pro Ⅲを再イ ンス ト ール し た可能

性があ り ます。 ［コ ン ト ロ ールパネル］ - ［プ リ

ン タ と FAX］ で、 Raster Link Pro Ⅲが作成し た

プ リ ン タ が削除されている こ と を確認し てから

Raster Link Pro Ⅲを再イ ンス ト ールし て く だ さ

い。

実行モジュールを ロ ー ド でき ませ

んで し た。 ［実行モジュール名］

起動時 Raster Link Pro Ⅲを再イ ン スト ールし てく ださ い｡

Mistral RIP Service を停止でき ませ

んで し た。

Raster Link Pro と Raster 

Link Ⅲシリ ーズが入っ て

いる 環境で、 Raster Link

Ⅲシリ ーズを起動し た場

合

Raster Link Pro と競合し て問題が発生し ている

可能性があ り ます。 Raster Link Pro をアン イ ン

ス ト ール し て く だ さ い。
Mistral RIP Service を開始でき ませ

んで し た。

エラーメ ッセージ 表示条件 対処方法



96

フ ァ イルを移動でき ません。 ク ラ イ アン ト Ｐ Ｃ から

ホ ッ ト フ ォルダに フ ァ

イルコ ピー時

ク ラ イ ア ン ト Ｐ Ｃ が コ ピー し た フ ァ イルを解放

し ないために発生する現象です｡ク ラ イ アン ト

Ｐ Ｃ を再起動し て く だ さ い｡

これ以上ジ ョ ブを登録でき ません。

不要なジ ョ ブを削除し て く だ さ い。

ジ ョ ブ読込み時

ジ ョ ブ複製時

ジ ョ ブ リ ス ト ア時

ジ ョ ブ数が登録可能な 大値に達し ています｡ 

不要なジ ョ ブを削除し て く だ さ い｡

フ ァ イル形式を判断でき ません。 ジ ョ ブ読込み時 Raster Link Pro Ⅲがサポー ト し ていない フ ァ イ

ル形式です。 対応する アプ リ ケーシ ョ ンで読込

んでから、 ［印刷］ メ ニューよ り プ リ ン タ出力し

て く だ さ い。 MRL 形式のフ ァ イルは、“出力方

法” を“MRL” で読込んで く だ さ い。

画像サイ ズ情報を取得でき ません。 ジ ョ ブ読込み時 PreRIP で画像のサイ ズ情報を取得できませんでし

た。 アプリ ケーショ ンで読込んでから 、 ［印刷］

メ ニューより プリ ンタ 出力し てく ださ い。

PostScript エラー 読込み時

RIP 時

PostScript 処理中にエラーが発生し ま し た。 処理

できないデータ が入力された可能性があ り ます。

メ モリ が極端に不足し ている ため操

作を続行できません。 直ち に Raster 

Link Pro Ⅲを終了し てく ださ い。

ジ ョ ブ操作時

ジ ョ ブ編集時

一旦 Raster Link Pro Ⅲを終了し てから再実行し

て く だ さ い｡

１ ジ ョ ブずつジ ョ ブエデ ィ タ でジ ョ ブを開いて

く だ さ い｡

プ レ ビ ュー解像度を下げてジ ョ ブを再スプール

し て く だ さ い。

入力フ ァ イル ［“フ ァ イル名”］ が

削除されています。

削除された フ ァ イルを元の場所に

戻し て く だ さ い。 不要なジ ョ ブで

あれば削除し て く だ さ い。

ジ ョ ブ実行時

ジ ョ ブ編集時

［フ ァ イルを作業デ ィ レ ク ト リ に コ ピー］ に

チェ ッ ク を入れずに読込んだジ ョ ブに対し て､読

込み後に元のフ ァ イルが移動または削除されて

います｡移動または削除し た フ ァ イルを元の場所

に戻し て く だ さ い。

メ デ ィ ア幅が ０ のため レ イ ア ウ ト

プ レ ビ ューは表示でき ません。 メ

イ ン ウ ィ ン ド ウの ［プ リ ン タ名］ -

［メ デ ィ ア］ で メ デ ィ ア幅を確認し

て く だ さ い。

ジ ョ ブ編集時 プリ ンタ と 接続後､プリ ンタ ステータ ス画面で 

ボタ ンをク リ ッ ク

し てメ ディ ア幅情報を再取得し てく ださ い｡また

は､プリ ンタ ステータ ス画面の ［メ ディ ア］ で

［メ ディ ア幅］ に ［手入力］ を指定し ､数値を入力

し てく ださ い。

ジ ョ ブが作図範囲外に配置されて

います。

ジ ョ ブ編集時 ジ ョ ブが作図領域内に含まれる よ う に配置し て

く だ さ い。

メ デ ィ ア長の上限を超えて配置さ

れています。

ジ ョ ブ編集時 ジ ョ ブ編集時は、 メ デ ィ アサイ ズに収ま る よ う

にジ ョ ブを配置し て く だ さ い。

タ イ リ ング編集時は、 メ デ ィ アサイ ズに タ イル

が収ま る よ う に印刷タ イルを個別指定し て印刷

し て く だ さ い。 こ の操作を複数回実行し て く だ

さ い。

ジ ョ ブが作図範囲から はみだ し て

配置されています。 そのまま配置

し ますか？

ジ ョ ブ編集時 はみだ し た状態で問題なければ 「はい」 を選択

し て く だ さ い。 ジ ョ ブのはみだ し が問題のある

場合は 「いいえ」 を選択し、 ジ ョ ブを作図領域

から はみだ さ ないよ う に配置し て く だ さ い。

エラーメ ッセージ 表示条件 対処方法
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選択さ れたカ ラ ー調整セッ ト

［“フ ァ イ ル名”］ があり ません。

［“ジョ ブ名”］

ジ ョ ブ編集時

条件管理でジ ョ ブから

条件取得時

カ ラー調整フ ァ イルを作 り 直すか、 存在する

フ ァ イルを選択し て く だ さ い。

選択さ れた デ バ イ ス 調整セ ッ ト

［“フ ァ イ ル 名”］ が あ り ま せ ん 。

ジ ョ ブ編集時

条件管理でジ ョ ブから

条件取得時

デバ イ ス調整フ ァ イルを作 り 直すか、 存在する

フ ァ イルを選択し て く だ さ い。

選択された色置換セ ッ ト ［“フ ァ イ

ル名”］ があ り ません。 ［“ジ ョ ブ

名”］

ジ ョ ブ編集時

条件管理でジ ョ ブから

条件取得時

色置換セ ッ ト を作 り 直すか､存在する色置換セ ッ

ト を選択し て く だ さ い。

選択された Ｒ Ｇ Ｂ 入力プ ロ フ ァ イ

ルがあ り ません。 ［“プ ロ フ ァ イル

名”］

ジ ョ ブ編集時 カ ラー編集の Ｒ Ｇ Ｂ 入力プ ロ フ ァ イルを存在す

る プ ロ フ ァ イルから選択し て く だ さ い。

選択された Ｃ Ｍ Ｙ Ｋ 入力プ ロ フ ァ

イルがあ り ません。 ［“プ ロ フ ァ イ

ル名”］

ジ ョ ブ編集時 カ ラー編集の Ｃ Ｍ Ｙ Ｋ 入力プ ロ フ ァ イルを存在

する プ ロ フ ァ イルから選択し て く だ さ い。

選択されたデバ イ スプ ロ フ ァ イル

があ り ません。

ジ ョ ブ編集時 印刷条件のデバイ スプ ロ フ ァ イルを存在する プ

ロ フ ァ イルから選択し て く だ さ い。

ジ ョ ブが ロ ール間に配置されてい

ます。

ジ ョ ブ編集時 左右の ロ ール間にジ ョ ブが重な ら ないよ う に配

置し て く だ さ い。

重ね代よ り 小さ い タ イルが存在し

ます。

ジ ョ ブ編集時 重ね代よ り 小さ い タ イルを無 く すか、 重ね代長

を小さ く 設定し て く だ さ い。

タ イ ル ［“作図タ イ ル番号 1”］ ,

［“作図タ イ ル番号 2”］ が重なっ て

配置さ れています。

ジ ョ ブ編集時 タ イ ルが重なり 合わないよう に配置し てく ださ い。

タ イル ［“作図タ イル番号”］ が作

図範囲外に配置されています。

ジ ョ ブ編集時 タ イルが作図領域内に含まれる よ う に配置し て

く だ さ い。

タ イル ［“作図タ イル番号”］ が作

図範囲から はみだ し て配置されて

います。 そのまま配置し ますか？

ジ ョ ブ編集時 はみだ し た状態で問題なければ 「はい」 を選択

し て く だ さ い。 タ イルのはみだ し が問題のある

場合は 「いいえ」 を選択し、 タ イルを作図領域

から はみだ さ ないよ う に配置し て く だ さ い。

印刷タ イルが指定されていません。 ジ ョ ブ編集時 印刷タ イルを指定し て く だ さ い。

サイ ズの小さすぎ る タ イルが存在

し ます。

ジ ョ ブ編集時 タ イルの分割間隔を調整し て 25.4mm(1inch） よ

り 小さ い タ イルがな く なる よ う に設定し て く だ

さ い。

上端の タ イルが小さすぎます。 ジ ョ ブ編集時 上端の タ イルが 25.4mm(1inch) 以上になる よ う

に分割間隔を調整し て く だ さ い。

左端の タ イルが小さすぎます。 ジ ョ ブ編集時 左端の タ イルが 25.4mm(1inch) 以上になる よ う

に分割間隔を調整し て く だ さ い。

タ イルの幅方向サイ ズが ０ です。 ジ ョ ブ編集時 幅方向の タ イル分割間隔を確認し て く だ さ い。

タ イルの送 り 方向サイ ズが ０ です。 ジ ョ ブ編集時 送 り 方向の タ イル分割間隔を確認し て く だ さ い。

エラーメ ッセージ 表示条件 対処方法
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タ イル ［“作図タ イル番号”］ が

ロ ール間に配置されています。

ジ ョ ブ編集時 左右の ロ ール間に タ イルが重な ら ないよ う に配

置し て く だ さ い。

タ イ ル数が上限 (100) を超えていま

す。

ジ ョ ブ編集時 ワークサイ ズやタ イル分割サイ ズを見直し て分

割後の タ イル数が上限を超えないよ う に設定し

て く だ さ い。

これ以上色置換設定でき ません。 ジ ョ ブ編集時 色置換設定数が色置換セ ッ ト に登録可能な 大

数に達し ています｡不要な色置換設定を削除する

か、 新規に色置換セ ッ ト を作成し て登録し て く

だ さ い。

スキャナ情報を取得でき ませんで

し た。

ジ ョ ブ編集時 スキャナが接続されていない状態でスキャナ測

色画面を開き ま し た。 スキャナを接続し た状態

でジ ョ ブエデ ィ タ を起動し て く だ さ い。

スキャナが接続されていません。 ジ ョ ブ編集時 スキャナが接続されていない状態でスキャナ測

色画面を開き ま し た。 スキャナを接続し た状態

でジ ョ ブエデ ィ タ を起動し て く だ さ い。

スキャン中にエラーが発生し まし た。 ジ ョ ブ編集時 スキャ ン中にスキャナでエラーが発生し ま し た。

スキャナの問題を解決し、 再度

ボ タ ン を ク リ ッ ク し て く だ さ

い。

スキャナー原稿サイ ズが取得でき

ませんで し た。

ジ ョ ブ編集時 スキャ ン画像のサイ ズ取得中にエラーが発生し

ま し た。 スキャナに原稿がセ ッ ト されている こ

と を確認し、 再度 ボ タ ン を ク

リ ッ ク し て く だ さ い。

スキャナー画像が取得でき ません

で し た。

ジ ョ ブ編集時 スキャ ン画像取得中にエラーが発生し ま し た。

ボ タ ン、 ボ タ

ン、 ボ タ ン を ク リ ッ ク し て く だ

さ い。

指定し た場所の測色値 (Lab) が取得

でき ませんで し た。

ジ ョ ブ編集時 再度、 指定場所を ク リ ッ ク し て く だ さ い。 取得

できない場合は、 ズームイ ン、 ズームア ウ ト 後

に指定場所を ク リ ッ クするか、

ボ タ ン を ク リ ッ ク し て再度ス

キャ ン し てから指定場所を ク リ ッ ク し て く だ さ

い。

プ ロ フ ァ イルフ ォーマ ッ ト エラー RIP 時 ジ ョ ブに設定されている プ ロ フ ァ イルが壊れて

いる可能性があ り ます。 ProfileManager で該当す

る プ ロ フ ァ イルを削除後、 再イ ンス ト ールし て

く だ さ い。

プ ロ フ ァ イルパラ メ ータ無し

プ ロ フ ァ イル DB パラ メ ータ無し RIP 時 プ ロ フ ァ イル管理フ ァ イルが壊れている可能性

があ り ます。 Raster Link Pro Ⅲを再イ ンス ト ー

ルし て く だ さ い｡

指定さ れたカ ラ ー調整セッ ト

［“フ ァ イ ル名”］ があり ません。 ［カ

ラ ー調整］ 設定を変更し てく ださ

い。

ジ ョ ブ実行時 ジ ョ ブに関連付け られたカ ラー調整セ ッ ト が削

除されているため印刷でき ません。 ジ ョ ブエ

デ ィ タ の ［カ ラー編集］ - ［カ ラー調整］ でカ

ラー調整セ ッ ト を選択し直し て く だ さ い。

エラーメ ッセージ 表示条件 対処方法
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指定さ れた デ バ イ ス 調整セ ッ ト  

［“フ ァ イ ル名”］ があり ません。 ［デ

バイ ス調整］ 設定を変更し てく ださ

い。

ジ ョ ブ実行時 ジ ョ ブに関連付け られたデバイ ス調整セ ッ ト が

削除されているため印刷でき ません。 ジ ョ ブエ

デ ィ タ の ［印刷条件］ - ［デバイ ス調整］ でデバ

イ ス調整セ ッ ト を選択し直し て く だ さ い。

指定された色置換セ ッ ト ［“フ ァ イ

ル名”］ があ り ません。 ［色置換］

設定を変更し て く だ さ い。

ジ ョ ブ実行時 ジ ョ ブに関連付け られた色置換セ ッ ト が削除さ

れているため印刷でき ません｡ジ ョ ブエデ ィ タ の

［カ ラー編集］ - ［色置換］ で色置換セ ッ ト を選

択し直し て く だ さ い｡

指定された特色調整セ ッ ト ［“フ ァ

イル名”］ があ り ません。 [ 特色調

整 ] 設定を変更し て く だ さ い。

ジ ョ ブ実行時 ジ ョ ブに関連付け られた特色調整セ ッ ト が削除

されているため印刷でき ません。 ジ ョ ブエデ ィ

タ の ［カ ラー編集］ - ［特色調整］ で特色調整

セ ッ ト を選択し直し て く だ さ い。

指定された Ｒ Ｇ Ｂ 入力プ ロ フ ァ イ

ルがあ り ません。 プ ロ フ ァ イルを

イ ンス ト ールするか、 ［カ ラーマ ッ

チング］ 設定を変更し て く だ さ い。

ジ ョ ブ実行時 選択されている Ｒ Ｇ Ｂ 入力プ ロ フ ァ イルがア ン

イ ンス ト ールされています。 アン イ ンス ト ール

し た Ｒ Ｇ Ｂ 入力プ ロ フ ァ イルを再イ ンス ト ール

するか、 ジ ョ ブエデ ィ タ の ［カ ラー編集］ - ［カ

ラーマ ッ チング］ で Ｒ Ｇ Ｂ 入力プ ロ フ ァ イルを

選択し直し て く だ さ い。

指定された Ｃ Ｍ Ｙ Ｋ 入力プ ロ フ ァ

イルがあ り ません。 プ ロ フ ァ イル

を イ ンス ト ールするか、 ［カ ラー

マ ッ チング］ 設定を変更し て く だ

さ い。

ジ ョ ブ実行時 選択されている Ｃ Ｍ Ｙ Ｋ 入力プ ロ フ ァ イルがア

ン イ ンス ト ールされています。 ア ン イ ンス ト ー

ル し た Ｃ Ｍ Ｙ Ｋ 入力プ ロ フ ァ イルを再イ ンス

ト ールするか、 ジ ョ ブエデ ィ タ の ［カ ラー編集］

- ［カ ラーマ ッ チング］ で Ｃ Ｍ Ｙ Ｋ 入力プ ロ

フ ァ イルを選択し直し て く だ さ い。

指定されたデバ イ スプ ロ フ ァ イル

があ り ません。 プ ロ フ ァ イルを イ

ンス ト ールするか、 ［デバ イ スプ ロ

フ ァ イル］ 設定を変更し て く だ さ

い。

ジ ョ ブ実行時 選択されているデバイ スプ ロ フ ァ イルがア ン イ

ンス ト ールされています。 アン イ ンス ト ール し

たデバ イ スプ ロ フ ァ イルを再イ ンス ト ールする

か、 ジ ョ ブエデ ィ タ の ［印刷条件］ でデバイ ス

プ ロ フ ァ イルを選択し直し て く だ さ い。

カ ラーカーブ フ ァ イルエラー ジ ョ ブ実行時 ジ ョ ブに設定されている カ ラー調整フ ァ イルが

壊れています。 カ ラー調整フ ァ イルを作成し直

し て く だ さ い。

カ ラーカーブ フ ァ イル無し ジ ョ ブ実行時 ジ ョ ブに設定されている カ ラー調整フ ァ イルが

あ り ません。 カ ラー調整フ ァ イルを選択し直し

て く だ さ い。

カ ラーカーブパラ メ ータ無し ジ ョ ブ実行時 ジ ョ ブに設定されている カ ラー調整フ ァ イルが

壊れています。 カ ラー調整フ ァ イルを作成し直

し て く だ さ い。

RIP メ モ リ 取得エラー ジ ョ ブ実行時 メ モ リ が少ないため実行でき ません。 他のアプ

リ ケーシ ョ ン を実行中の場合は、 実行を中止し、

Raster Link Pro Ⅲを再起動し て く だ さ い。

RIP フ ァ イルア ク セスエラー ジ ョ ブ実行時 RIP に必要なフ ァ イルの読み込み、 書き出し がで

き ません。 エラー メ ッ セージにエラーの フ ァ イ

ル名が表示されるので、 販売店または弊社営業

所までご連絡 く だ さ い。
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RIP フ ァ イルが存在し ない ジ ョ ブ実行時 RIP に必要なフ ァ イルがあ り ません。 エラー メ ッ

セージにエラーのフ ァ イル名が表示されるので、

販売店または弊社営業所までご連絡 く だ さ い。

RIP プ ロ フ ァ イルから情報が取得で

きない

ジ ョ ブ実行時 プ ロ フ ァ イルが正し く 読めませんで し た。 プ ロ

フ ァ イル と Raster Link Pro Ⅲのバージ ョ ンが

合っていない可能性があ り ます。 Raster Link Pro

Ⅲをバージ ョ ンア ッ プ し て く だ さ い。

RIP ICM フ ァ イルが作成できない ジ ョ ブ実行時 ICM プ ロ フ ァ イルが作成でき ませんで し た。 HDD

の問題か、 プ ロ フ ァ イルが壊れている可能性が

あ り ます。

RIP プ ロ フ ァ イルがサポー ト し てい

ないカ ラーセ ッ ト を指定し た

ジ ョ ブ実行時 プ ロ フ ァ イルのカ ラーセ ッ ト をサポー ト し てい

ません。 プ ロ フ ァ イル と Raster Link Pro Ⅲの

バージ ョ ンが合っていません。 Raster Link Pro

Ⅲをバージ ョ ンア ッ プ し て く だ さ い。

RIP サポー ト し ていないカ ラーマ ッ

チング方法が指定された

ジ ョ ブ実行時 サポー ト し ていないカ ラーマ ッ チング方式が指

定されま し た。 エラー メ ッ セージの詳細を販売

店または弊社営業所までご連絡 く だ さ い。

RIP カ ラーマ ッ チング初期化エラー ジ ョ ブ実行時 カ ラ ーマッ チングが正し く 設定できませんでし

た。 プロ フ ァ イ ルが壊れている 可能性があり ま

す。

RIP カ ラーマ ッ チングエラー ジ ョ ブ実行時 カ ラーマ ッ チングできないデータ があ り ます。

エラー メ ッ セージの詳細を販売店または弊社営

業所までご連絡 く だ さ い。

RIP カ ラーマ ッ チングパラ メ ータ エ

ラー

ジ ョ ブ実行時 サポート し ていないカ ラ ーマッ チングのパラ メ ー

タ が指定さ れまし た。 エラ ーメ ッ セージの詳細を

販売店または弊社営業所までご連絡く ださ い。

Hi-Speed モー ド で接続でき ません。

PC の USB ポー ト 、 使用し ている

USB ケーブルや USB ハブが USB 2.0

規格に準拠し ているか確認し て く

だ さ い。

出力ポー ト に USB 2.0 を

設定

Raster Link Pro Ⅲは、 USB1.1 規格ではプ リ ン タ

と接続でき ません。

USB 接続環境を確認し て く だ さ い。

1394 : プ リ ン タ が見つか り ません 出力ポー ト に IEEE1394

を設定

PC と プ リ ン タ が IEEE1394 で接続されていませ

ん。 プ リ ン タ の電源を入れた後、 PC と プ リ ン タ

を IEEE1394 ケーブルで接続し て く だ さ い。

PC と プ リ ン タ は IEEE1394 で接続されているが、

プ リ ン タ の電源が入っていません。 プ リ ン タ の

電源を入れて く だ さ い。

PC に Mimaki IEEE1394 ド ラ イ バを イ ンス ト ール

し ていません。 ド ラ イ バを イ ンス ト ールし て く

だ さ い。

プ リ ン タ管理でプ リ ン タ を登録し た と きのプ リ

ン タ と異なる プ リ ン タ に接続し ています。 プ リ

ン タ管理のプ リ ン タ の設定変更で接続可能プ リ

ン タ を選択し直し て く だ さ い。
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エラーメ ッセージの対処方法

1394 : 出力ポー ト が他で使用され

ています

出力ポー ト に IEEE1394

を設定

出力が終了する までお待ち く だ さ い。

1394 : ポー ト が開けません 出力ポー ト に IEEE1394

を設定

こ のエラーが頻繁に起き る場合、 PC と プ リ ン タ

を再起動し て く だ さ い。 再起動後に同じ エラー

が頻繁に出る場合、 Mimaki1394 ド ラ イ バを再イ

ンス ト ール く だ さ い。

1394 : ステータ ス情報が取得でき

ません

出力ポー ト に IEEE1394

を設定

こ のエラーを表示する と、 プ リ ン タ ステータ ス

の表示がク リ ア されます。

ボタ ン をク リ ッ ク

し 、 ステータ ス情報を取得し てく ださ い。

FILE : 指定された フ ァ イルが開けま

せん

出力ポー ト に File を設定 指定し た フ ァ イルを開 く こ と ができ ません。 違

う フ ァ イルを指定し て く だ さ い。

作業 ド ラ イ ブ ( ﾄﾞﾗｲﾌﾞ名 ) の空き容

量が設定値 ( 確保するﾃﾞｨｽｸ残量 )

を下回っています。

不要なジ ョ ブまたは RIP 済データ を

削除し て く だ さ い。

フ ァ イルオープ ン時

ホ ッ ト フ ォルダ フ ァ イ

ル検出時

ジ ョ ブ実行開始時

スプール処理中

ジ ョ ブ実行中

作業フ ォルダに指定し た ド ラ イ ブの空き容量が、

［環境設定］ - ［オプシ ョ ン］ - ［デ ィ ス ク］ -

［確保するデ ィ ス ク残量］ で指定し た値を下回 り

ま し た。 不要なジ ョ ブを ［完全削除］ するか、

不要な RIP 済データ を ［RIP 済データ削除］ し

て、 ド ラ イ ブの空き容量を確保し て く だ さ い。

ジ ョ ブを コ ピーでき ませんで し た。 作業フ ォルダ変更 作業フ ォルダを指定し た ド ラ イ ブの容量が不足

し ている可能性があ り ます。 充分な空き容量の

ある ド ラ イ ブを指定し て く だ さ い。

ホッ ト フ ォルダの設定を変更し てい

る 間は RasterLink を終了できませ

ん。

メ イ ン ウ ィ ン ド ウ ク

ロ ーズ

条件管理で、 ホッ ト フ ォルダの ［作成］、 ［削除］

を実行し ている 中は RasterLink を終了でき ま

せん。 ［作成］ または ［削除］ が完了する までお

待ち く だ さ い。 強制終了する と問題が発生し ま

す。

ホ ッ ト フ ォルダの設定を変更し て

いる間はジ ョ ブエデ ィ タ を終了で

き ません。

ジョ ブエディ タ ク ロ ーズ 条件管理で、 ホッ ト フ ォルダの ［作成］、 ［削除］

を実行し ている 中はジ ョ ブエデ ィ タ を ク ロ ー

ズでき ません。 ［作成］ または ［削除］ が完了す

る までお待ち く だ さ い。 強制終了する と問題が

発生し ます。

ホ ッ ト フ ォルダ内に削除できない

フ ァ イルがあ り ます。

条件管理で“ホ ッ ト

フ ォルダ” を削除

機種変更時

ホ ッ ト フ ォルダの中に削除できない フ ァ イルが

存在するため、 ホ ッ ト フ ォルダを削除でき ませ

ん。 PC MACLAN 経由で、 Macintosh から Apple 

Share 接続し ている場合は、 共有ボ リ ュームをア

ン マ ウ ン ト し て く だ さ い。

データベースに機種情報が定義さ

れていません。

プ リ ン タ ステータ ス画

面表示

プ ロ フ ァ イル管理フ ァ イルが壊れている可能性

があ り ます｡ Raster Link Pro Ⅲを再イ ンス ト ール

し て く だ さ い｡

データベースに イ ン ク セ ッ ト 情報

が定義されていません。

プ リ ン タ ステータ ス画

面表示

プ ロ フ ァ イル管理フ ァ イルが壊れている可能性

があ り ます｡ Raster Link Pro Ⅲを再イ ンス ト ール

し て く だ さ い｡
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ホ ッ ト フ ォルダを作成でき ません。 条件管理でホ ッ ト フ ォ

ルダ作成時

プ リ ン タ管理

Raster Link Pro Ⅲを イ ンス ト ール し たユーザ と

異なるユーザで Windows に ロ グ イ ン し ている可

能性があ り ます｡ Raster Link Pro Ⅲを イ ンス ト ー

ルし たユーザで再ロ グ イ ン し て く だ さ い｡

ホ ッ ト フ ォルダを削除でき ません。 条件管理でホ ッ ト フ ォ

ルダ削除時

プ リ ン タ管理

Raster Link Pro Ⅲを イ ンス ト ール し たユーザ と

異なるユーザで Windows に ロ グ イ ン し ている可

能性があ り ます｡ Raster Link Pro Ⅲを イ ンス ト ー

ルし たユーザで再ロ グ イ ン し て く だ さ い｡

ホ ッ ト フ ォルダを共有でき ません。 条件管理でホ ッ ト フ ォ

ルダ作成時

プ リ ン タ管理

Raster Link Pro Ⅲを イ ンス ト ール し たユーザ と

異なるユーザで Windows に ロ グ イ ン し ている可

能性があ り ます｡ Raster Link Pro Ⅲを イ ンス ト ー

ルし たユーザで再ロ グ イ ン し て く だ さ い｡

同一の共有名称で共有されている フ ォルダまた

はプ リ ン タ がないか確認し て く だ さ い｡

ホ ッ ト フ ォルダの共有を解除でき

ません。

条件管理でホ ッ ト フ ォ

ルダ削除時

プ リ ン タ管理

アン イ ンス ト ール時

Raster Link Pro Ⅲを イ ンス ト ール し たユーザ と

異なるユーザで Windows に ロ グ イ ン し ている可

能性があ り ます｡ Raster Link Pro Ⅲを イ ンス ト ー

ルし たユーザで再ロ グ イ ン し て く だ さ い｡

ア ン イ ンス ト ール時に本エラーが発生し た場合

は､再起動後に イ ンス ト ールフ ォルダを削除すれ

ば問題あ り ません｡

PPD フ ォルダを共有でき ません。 プ リ ン タ管理 Raster Link Pro Ⅲを イ ンス ト ール し たユーザ と

異なるユーザで Windows に ロ グ イ ン し ている可

能性があ り ます。 Raster Link Pro Ⅲを イ ンス

ト ールし たユーザで再ロ グ イ ン し て く だ さ い｡

同一の共有名称で共有されている フ ォルダまた

はプ リ ン タ がないか確認し て く だ さ い｡

PPD フ ォ ルダの共有を 解除でき ま

せん。

アン イ ンス ト ール時 再起動後に イ ンス ト ールフ ォルダを削除すれば

問題あ り ません｡

ポート モニタ 情報を取得できません。 起動時

条件管理でホ ッ ト フ ォ

ルダ作成 , 削除時

プ リ ン タ管理

アン イ ンス ト ール時

他社製プ リ ン タ が影響し ている可能性があ り ま

す｡ ［コ ン ト ロ ールパネル］ - ［プ リ ン タ と FAX］

で、 他社製プ リ ン タ を削除し て く だ さ い｡

ア ン イ ンス ト ール時に本エラーが発生し た場合

は､再起動後に ［コ ン ト ロ ールパネル］ - ［プ リ

ン タ と FAX］ で､ Raster Link Pro Ⅲが作成し たプ

リ ン タ を削除し て く だ さ い｡

ポー ト 情報を取得でき ません。 起動時

条件管理でホ ッ ト フ ォ

ルダ作成 , 削除時

プ リ ン タ管理

アン イ ンス ト ール時

他社製プ リ ン タ が影響し ている可能性があ り ま

す｡ ［コ ン ト ロ ールパネル］ - ［プ リ ン タ と FAX］

で、 他社製プ リ ン タ を削除し て く だ さ い｡

ア ン イ ンス ト ール時に本エラーが発生し た場合

は､再起動後に ［コ ン ト ロ ールパネル］ - ［プ リ

ン タ と FAX］ で､ Raster Link Pro Ⅲが作成し たプ

リ ン タ を削除し て く だ さ い｡

ポー ト モニ タ を作成でき ません。 プ リ ン タ管理 他社製プ リ ン タ が影響し ている可能性があ り ま

す｡ ［コ ン ト ロ ールパネル］ - ［プ リ ン タ と FAX］

で、 他社製プ リ ン タ を削除し て く だ さ い｡

エラーメ ッセージ 表示条件 対処方法
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エラーメ ッセージの対処方法

ポー ト モニ タ を削除でき ません。 プ リ ン タ管理

アン イ ンス ト ール時

他社製プ リ ン タ が影響し ている可能性があ り ま

す｡ ［コ ン ト ロ ールパネル］ - ［プ リ ン タ と FAX］

で、 他社製プ リ ン タ を削除し て く だ さ い｡

アン イ ンス ト ール時に本エラーが発生し た場合

は､再起動後に ［コ ン ト ロ ールパネル］ - ［プ リ

ン タ と FAX］ で､ Raster Link Pro Ⅲが作成し たプ

リ ン タ を削除し て く だ さ い｡

ポー ト を作成でき ません。 条件管理でホ ッ ト フ ォ

ルダ作成時

プ リ ン タ管理

他社製プ リ ン タ が影響し ている可能性があ り ま

す｡ ［コ ン ト ロ ールパネル］ - ［プ リ ン タ と FAX］

で、 他社製プ リ ン タ を削除し て く だ さ い｡

ポー ト を削除でき ません。 条件管理でホ ッ ト フ ォ

ルダ削除時

プ リ ン タ管理

アン イ ンス ト ール時

他社製プ リ ン タ が影響し ている可能性があ り ま

す｡ ［コ ン ト ロ ールパネル］ - ［プ リ ン タ と FAX］

で、 他社製プ リ ン タ を削除し て く だ さ い｡

アン イ ンス ト ール時に本エラーが発生し た場合

は､再起動後に ［コ ン ト ロ ールパネル］ - ［プ リ

ン タ と FAX］ で、 Raster Link Pro Ⅲが作成し た

プ リ ン タ を削除し て く だ さ い｡

プ リ ン タ ド ラ イバ情報を取得でき

ません。

起動時

条件管理でホ ッ ト フ ォ

ルダ作成 , 削除時

プ リ ン タ管理

アン イ ンス ト ール時

他社製プ リ ン タ が影響し ている可能性があ り ま

す｡ ［コ ン ト ロ ールパネル］ - ［プ リ ン タ と FAX］

で、 他社製プ リ ン タ を削除し て く だ さ い｡

アン イ ンス ト ール時に本エラーが発生し た場合

は､再起動後に ［コ ン ト ロ ールパネル］ - ［プ リ

ン タ と FAX］ で、 Raster Link Pro Ⅲが作成し た

プ リ ン タ を削除し て く だ さ い｡

プリ ンタ ド ライ バを作成できません。 条件管理でホ ッ ト フ ォ

ルダ作成時

プ リ ン タ管理

他社製プ リ ン タ が影響し ている可能性があ り ま

す｡ ［コ ン ト ロ ールパネル］ - ［プ リ ン タ と FAX］

で、 他社製プ リ ン タ を削除し て く だ さ い｡

プリ ンタ ド ライ バを削除できません。 条件管理でホ ッ ト フ ォ

ルダ削除時

プ リ ン タ管理

アン イ ンス ト ール時

他社製プ リ ン タ が影響し ている可能性があ り ま

す｡ ［コ ン ト ロ ールパネル］ - ［プ リ ン タ と FAX］

で、 他社製プ リ ン タ を削除し て く だ さ い｡

アン イ ンス ト ール時に本エラーが発生し た場合

は､再起動後に ［コ ン ト ロ ールパネル］ - ［プ リ

ン タ と FAX］ で､ Raster Link Pro Ⅲが作成し たプ

リ ン タ を削除し て く だ さ い｡

プ リ ン タ情報を取得でき ません。 起動時

条件管理でホ ッ ト フ ォ

ルダ作成 , 削除時

プ リ ン タ管理

アン イ ンス ト ール時

他社製プ リ ン タ が影響し ている可能性があ り ま

す｡ ［コ ン ト ロ ールパネル］ - ［プ リ ン タ と FAX］

で、 他社製プ リ ン タ を削除し て く だ さ い｡

アン イ ンス ト ール時に本エラーが発生し た場合

は､再起動後に ［コ ン ト ロ ールパネル］ - ［プ リ

ン タ と FAX］ で､ Raster Link Pro Ⅲが作成し たプ

リ ン タ を削除し て く だ さ い｡

プ リ ン タ を作成でき ません。 条件管理でホ ッ ト フ ォ

ルダ作成時

プ リ ン タ管理

他社製プ リ ン タ が影響し ている可能性があ り ま

す｡ ［コ ン ト ロ ールパネル］ - ［プ リ ン タ と FAX］

で、 他社製プ リ ン タ を削除し て く だ さ い｡

エラーメ ッセージ 表示条件 対処方法
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プ リ ン タ を削除でき ません。 条件管理でホ ッ ト フ ォ

ルダ削除時

プ リ ン タ管理

アン イ ンス ト ール時

他社製プ リ ン タ が影響し ている可能性があ り ま

す｡ ［コ ン ト ロ ールパネル］ - ［プ リ ン タ と FAX］

で、 他社製プ リ ン タ を削除し て く だ さ い｡

ア ン イ ンス ト ール時に本エラーが発生し た場合

は､再起動後に ［コ ン ト ロ ールパネル］ - ［プ リ

ン タ と FAX］ で､ Raster Link Pro Ⅲが作成し たプ

リ ン タ を削除し て く だ さ い｡

Print Spooler を停止できませんでし た。 条件管理でホ ッ ト フ ォ

ルダ作成 , 削除時

プ リ ン タ管理

ク ラ イ ア ン ト から スプール中のジ ョ ブがないか

確認し て く だ さ い｡

他社製プ リ ン タユーテ ィ リ テ ィ が影響し ている

可能性があ り ます｡他社製プ リ ン タユーテ ィ リ

テ ィ をア ン イ ンス ト ールし て く だ さ い｡

Print Spooler を開始できませんでし た。 条件管理でホ ッ ト フ ォ

ルダ作成 , 削除時

プ リ ン タ管理

他社製プ リ ン タユーテ ィ リ テ ィ が影響し ている

可能性があ り ます｡他社製プ リ ン タユーテ ィ リ

テ ィ をア ン イ ンス ト ールし て く だ さ い｡

Miramar AppleTalk File Server を停止

でき ませんで し た。

条件管理でホ ッ ト フ ォ

ルダ作成 , 削除時

プ リ ン タ管理

Macintosh ク ラ イ ア ン ト で､ホ ッ ト フ ォルダのマ

ウ ン ト を解除し て く だ さ い｡

Macintosh ク ラ イ ア ン ト から ホ ッ ト フ ォルダに コ

ピー中のフ ァ イルがないか確認し て く だ さ い｡

現象が直ら ない場合は､ PC MACLAN を再イ ンス

ト ールし て く だ さ い｡

Miramar AppleTalk File Server を開始

でき ませんで し た。

条件管理でホ ッ ト フ ォ

ルダ作成 , 削除時

プ リ ン タ管理

現象が直ら ない場合は､ PC MACLAN を再イ ンス

ト ールし て く だ さ い｡

Miramar AppleTalk Print Server を停

止でき ませんで し た。

条件管理でホ ッ ト フ ォ

ルダ作成 , 削除時

プ リ ン タ管理

Macintosh ク ラ イ ア ン ト から スプール中のジ ョ ブ

がないか確認し て く だ さ い｡

現象が直ら ない場合は､ PC MACLAN を再イ ンス

ト ールし て く だ さ い｡

Miramar AppleTalk Print Server を開

始でき ませんで し た。

条件管理でホ ッ ト フ ォ

ルダ作成 , 削除時

プ リ ン タ管理

現象が直ら ない場合は､ PC MACLAN を再イ ンス

ト ールし て く だ さ い｡

バッ ク ア ッ プ フ ァ イルを保存でき

ませんで し た。

ジ ョ ブバッ ク ア ッ プ時 Raster Link Pro Ⅲが イ ンス ト ールされている

デ ィ ス ク の空き容量を確保し て く だ さ い｡

バッ ク ア ッ プ先 ド ラ イ ブの容量が

不足し ています。 ** byte 必要で

す。

ジ ョ ブバッ ク ア ッ プ時 バッ ク ア ッ プ フ ァ イルの保存先に指定された ド

ラ イ ブの空き容量が､バッ ク ア ッ プ フ ァ イルのサ

イ ズを下回っています｡空き容量の多い ド ラ イ ブ

を指定するか､別な リ ムーバブル メ デ ィ アを挿入

し て く だ さ い｡

CD-R, DVD ± R メ デ ィ アへは保存でき ません｡

バッ ク ア ッ プ フ ァ イルを移動でき

ませんで し た。

ジ ョ ブバッ ク ア ッ プ時 バッ ク ア ッ プ フ ァ イルの保存先に指定された ド

ラ イ ブまたは リ ムーバブル メ デ ィ アが書込み可

能状態であるか確認し て く だ さ い｡

フ ァ イルを圧縮でき ませんで し た。 ジ ョ ブバッ ク ア ッ プ時 Raster Link Pro Ⅲが イ ンス ト ールされている

デ ィ ス ク の空き容量を確保し て く だ さ い｡

エラーメ ッセージ 表示条件 対処方法
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エラーメ ッセージの対処方法

リ ス ト ア可能なプ リ ン タ が登録さ

れていません。

ジ ョ ブ リ ス ト ア時 バ ッ ク ア ッ プ し たジ ョ ブ用のプ リ ン タ が Raster 

Link Pro Ⅲに登録されていません。 プ リ ン タ管

理で該当する プ リ ン タ を登録し てから リ ス ト ア

し て く だ さ い。

バ ッ ク ア ッ プ フ ァ イル情報を取得

できませんで し た。

ジ ョ ブ リ ス ト ア時 バッ ク アッ プフ ァ イ ルが破損し ているため､こ の

バッ ク アッ プフ ァ イ ルから はリ スト アできません｡

バ ッ ク ア ッ プ フ ァ イルを解凍でき

ませんで し た。

ジ ョ ブ リ ス ト ア時 Raster Link Pro Ⅲがイ ンス ト ールされている

デ ィ ス ク の空き容量を確保し て く だ さ い｡

エラーメ ッセージ 表示条件 対処方法
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アプリケーシ ョ ンでの注意事項

Adobe Photoshop 5.x以前について

Adobe Photoshop 5.x 以前の eps ファイルで印刷すると、暗く印刷されることがあります。

また、Adobe Photoshop 5.x 以前の eps ファイルを Adobe Illustrator に割り付けて印刷する場合にも暗く

印刷されることがあります。

Adobe Photoshop のプリントダイアログにある「ポストスクリプトカラー管理」のチェックを外して

ください。または、Adobe  Photoshop 6 で保存しなおしてください。

「ポストスクリプトカラー管理」にチェックが付いていると、Raster Link Pro Ⅲのカラーマッチングが

効かないため暗く印刷されます。

プロファイルを組み込んだデータについて

プロファイルが組み込まれたデータは、Raster Link Pro Ⅲのカラーマッチングが効かないため暗く印

刷されます。

データを作成したアプリケーションソフトウェアで、組み込んだプロファイルを削除してください。

Macintosh 版 Windows 版



107

アプ リ ケーシ ョ ンでの注意事項

Adobe Illustratorについて

透明効果とド ロッ プシャ ド ウ

透明効果を適用した Adobe Illustrator 9 以降のデータは、Raster Link Pro Ⅲで拡大して印刷すると、

ジャギー（斜め線が階段状になる）が目立つ場合があります。

この場合、Adobe Illustrator の“書類設定”の項目を以下のように設定してください。

ドロップシャドウコマンドを使用した場合、ドロップシャドウをかけたオブジェクトの周りの色

が地の色と異なります。

Raster Link Pro Ⅲのイラストとイメージのカラーマッチング方法を同じ設定にしてください。
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文字が作図できない

斜体になる

文字の周囲のオブジェ クト の一部が作図し ない

使用しているフォントをアウトライン化してください。

プリンタドライバーを使用して印刷する場合は、フォントをダウンロードするように設定してく

ださい。

円や文字が多角形になる

Illustrator のパスの出力解像度が低いか、Raster Link Pro Ⅲで設定したスケール値が高すぎます。

（Raster Link Pro Ⅲ側でスケール値を 1000% に設定している等）

Illustrator のパスの出力解像度のデフォルト値は、800dpi です。Illustrator の Output Resolution を上

げるか、Raster Link Pro Ⅲ側でのスケール値を下げてください。
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アプ リ ケーシ ョ ンでの注意事項

Illustrator のパスの出力解像度を上げる場合は、次の計算式により解像度を求めてください。これ

より大きな値を指定しても効果はありません。

Illustrator8、9、10 の場合

出力解像度 = 選択するデバイスプロファイルの Scan 方向の解像度 × 画像編集で指定するスケー

ル値 (%) ／ 100

例）

　選択するデバイスプロファイルの解像度：720x1440dpi

　画像編集でスケール値を 1000％に設定

　720 (Scan 方向の解像度 ) × 1000( スケール値 ) ／ 100  = 7200

　Illustrator のパスの出力解像度を 7200 に設定する。

Illustrator8 または Illustrator9 では、“書類設定 ...”の中にある“プリント・データ書き出し”の出

力解像度を変更しても作成済みのオブジェクトには反映されません。

オブジェクトを選択して、“属性”パレットでアウトプットサイズを変更してください。

“属性”パレットは、“ウィンドウ”メニューから“属性を表示”を選択してください。

Illustrator CS、CS2、CS3 の場合

EPS ファイルに保存する場合、パスの出力解像度の設定項目がありません。Illustrator からプリン

タドライバを使用して、“グラフィック”の“平滑度”を“高画質”に設定し出力してください。
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Raster Link Pro Ⅲでスケール値を上げていない場合や、Illustrator のパスの出力解像度を上げても円や

文字が多角形に印刷される場合があります。この場合、Illustrator 上で対象オブジェクトを選択し、[
アンカーポイントの追加 ] を 1 ～ 3 回実行して、1 つの曲線分を短くして下さい。

透明効果を適用し た文字などにジャ ギーが発生する

Raster Link Pro Ⅲ側で拡大作図すると、透明効果を適用した文字などにジャギーが発生する場合

があります。

この場合、Adobe Illustrator の“書類設定”の項目を以下のように設定してください。
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アプ リ ケーシ ョ ンでの注意事項

作図されない部分があっ たり 、余分な線が作図される

透明効果を適用した複雑なオブジェクトや写真に、作図されない矩形部分や不要な線が作図され

る場合があります。

この場合、Adobe Illustrator の“書類設定”の項目を以下のように設定してください。

グラデーショ ンのト ーンジャ ンプが目立つ、作図されない部分があっ たり 余

分な線が印刷される

Adobe Illustrator 8、9、10 の場合、 Illustrator の“書類設定”の項目を以下のように設定してくださ

い。
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Illustrator CS、CS2、CS3 の場合 (EPS 保存時 )

EPS 保存時の“EPS オプション”の項目を、以下のように設定してください。

Illustrator CS、 CS2、 CS3 の場合 ( プリ ント 時 )

プリンタドライバ出力時の“プリント”の項目を、以下のように設定してください。

グラ デーショ ン置換をする データ の場合、“ コ ンパチブルグラ デーショ ン＆グラ デーショ ンメ ッ

シュプリ ント ” の設定をチェ ッ ク し ないでく ださ い。 色置換ができなく なり ます。
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アプ リ ケーシ ョ ンでの注意事項

配置画像が抜ける、作図終了後に“PC MACLAN～”文字列が印刷される

Adobe Illustrator のデータに配置したリンク画像は、抜けて印刷される場合があります。または

PC MACLAN 経由で、Macintosh からスプールした場合、作図終了後に文字が印刷される場合が

あります。この場合、Illustrator 上で画像を埋め込んでください。
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Illustrator10 で保存し た EPS ファ イ ルの画像周辺部が欠ける

Adobe Illustrator10 で、周辺部に矩形オブジェクトを細線で配置するような場合、線が細くなった

り、全く印刷されない場合があります。

これは、Illustrator10 が EPS 保存時に、画像全体のサイズを整数の Point 単位に四捨五入してク

リップするために発生する現象です。

 Illustrator10 では、画像周辺にダミーオブジェクトを配置して EPS 保存するか、プリンタドライ

バ出力で、少し大きめの PostScript カスタムページサイズを指定してください。

アプリ ケーショ ン上での画像サイ ズと、Raster Link Pro Ⅲ上での画像サイズが  

異なる

アプリケーションで作成した画像のサイズと、Raster Link Pro Ⅲのジョブエディタ上に表示され

る画像サイズは完全には一致しません。これにはいくつかの要因があります。

1)PostScript 言語における画像サイズの扱い方による制限

アプリケーションでは通常、mm や inch の単位でサイズ指定しますが、PostScript 言語では

Point(1/72inch) 単位で数値を扱います。

画像オブジェクトのサイズは実数の Point で扱われますが、EPS ファイル保存時の全体サイズや

プリンタドライバ出力時の PostScript カスタムページサイズは、 終的に整数の Point に変換され

ます。

このため、 大で 1Point(0.353mm) の変換誤差が生じます。

2) 線幅の影響

Illustrator の [ 情報 ] ウィンドウに表示されるオブジェクトのサイズには、線幅が含まれません。

実際のオブジェクトのサイズは線幅を考慮したサイズになります。

3) 特定アプリケーションにおけるサイズ計算方法の影響

前述の Illustrator10 のように、アプリケーション独自のサイズ計算方法による影響が発生します。

以上の理由により、原寸出力する場合でも 1Point 程度の誤差が生ずるため、Raster Link Pro Ⅲで

スケールをかける場合、誤差も大きくなります (1Point の誤差がある場合、1000% 拡大すると誤

差が 3.5mm になります )。

出力サイズの精度を重視する場合、誤差を小さくするために以下の点に留意してください。

・なるべく原寸出力する

・スケールをかける場合、％で指定する（mm や inch で数値指定しない）
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Mac OS X での注意事項  

Mac OS X での注意事項
Mac OS X からスプールする場合、以下の制限事項があります。

PDF書類の印刷

Acrobat Reader の Ver. 5 から印刷すると、ジョブ一覧画面に表示される［ファイル名］が文字化けし

ます。この現象は Ver. 6 で修正されています。PDF 書類は Adobe Reader Ver. 6 以降で印刷してくださ

い。
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Macintosh でホッ ト フ ォ ルダを使用する
際の注意事項

PC MACLAN 経由で Macintosh クライアントからホットフォルダにファイルをコピーする場合、以下

の制限事項があります。

複数のファイルをまとめてホットフォルダにコピーすると、すべての

ファイルがスプールされない

複数のファイルを選択してホットフォルダに一度にコピーすると、いくつかのファイルは無視さ

れて、スプールされない場合があります。

お手数でも、ファイルはひとつずつホットフォルダにコピーしてください。

または、ホットフォルダの自動監視を停止後にコピーし、コピー完了後に自動監視を開始してく

ださい。（ P.53）

ホットフォルダへのファイルコピーを中止すると、エラーが発生する

コピーを中断したファイルは、ほとんどの場合は無視されるか、スプールエラーになりますが、

不完全な状態のファイルがスプールされ、Raster Link Pro Ⅲが誤動作する場合があります。でき

るだけファイルのコピー操作を中断しないでください。

また、Mac OS X の場合、Finder 上で開いたホットフォルダに対して、マウスクリック等の操作を

するだけで異常な現象が発生する場合があります。ファイルのコピー中は、Finder 上での不必要

な操作をしないでください。

ホットフォルダへファイルコピー中に、ホットフォルダからファイルを

強制的に削除すると、エラーが発生する

Mac OS X では、コピー中のファイルをホットフォルダから強制的に削除できますが、このよう

な操作をすると、他のファイルも削除したり、Raster Link Pro Ⅲが誤動作する場合があります。

ホットフォルダへコピーしたファイルは削除しないでください。

OS10.4 からホットフォルダにファイルをコピーすると、エラーが発生す

る

OS10.4 からホットフォルダに大き目のファイルをコピーすると、コピー途中の不完全なファイル

がスプールされ、エラーが発生する場合があります。

OS10.4 からホットフォルダにファイルをコピーする場合は、ホットフォルダの自動監視を停止後

にコピーし、コピー完了後に自動監視を開始させてください。（ P.53）



117

Macintosh でホッ ト フ ォルダを使用する際の注意事項

ファイル名の長さ制限

AFP(AppleTalk Filing Protocol) の仕様上、ホットフォルダにコピーまたは作成できるファイル名の

長さは、拡張子とピリオドを含めて 31byte までです。

例：拡張子が 3byteの場合

123456789012345678901234567.eps  -- ＯＫ(31byte)

1234567890123456789012345678.eps -- ＮＧ(32byte)

ただしファイル名に全角文字が含まれる場合、Macintosh の ＯＳ のバージョンにより、仕様が異

なります。

MacOS9以下と、OS10.3、OS10.5の場合

全角文字を 2byte 換算します。

例：拡張子が 3byteの場合

１２３４５６７８９０１２３ .eps   -- ＯＫ(30byte)

１２３４５６７８９０１２３４ .eps -- ＮＧ(32byte)

OS10.4の場合

全角文字を 3byte 換算します。

例：拡張子が 3byteの場合

１２３４５６７８９ .eps   -- ＯＫ(31byte)

１２３４５６７８９０ .eps -- ＮＧ(34byte)

Samba 接続を使用して、ホットフォルダにコピーまたは作成できるファイル名の長さは、以下の

とおりです。

半角：191 文字 ( 拡張子込み )

例：拡張子が 3byteの場合

1234567890・・・1234567.eps --OK(191byte)

1234567890・・・12345678.eps --NG(192byte)

全角：83 文字 ( 拡張子を除く )

例：拡張子が 3byteの場合

１２３４５６７８９０・・・１２３ .eps --OK(83 文字 + 拡張子 3byte)

１２３４５６７８９０・・・１２３４ .eps --NG(84 文字 + 拡張子 3byte)

OSX での拡張子の表示について

OSX の場合、Finder の［環境設定］-［詳細］で、“すべてのファイル拡張子を表示”にチェック

が入っていないと、拡張子が表示されない場合があります。



118

Macintosh でアプリ ケーシ ョ ンから印刷
する場合のスプール速度改善方法

PC MACLAN プリントサーバ経由でアプリケーションから印刷する場合、スプールされたファイルは

一度 PC MACLAN プリントサーバを経由してから Raster Link Pro Ⅲのスプーラに転送されるため、ス

プール速度が遅くなります。

アプリケーションによっては、印刷時に出力先をホットフォルダに変更することで、スプール速度が

改善されます。以下の方法をお試しください。

Mac OS 9の場合

以下の手順で、アプリケーションからホットフォルダにスプールできます。

ただし、アプリケーションによっては問題が発生する場合があります。問題が発生した場合は“出力

先 :”を“プリンタ”に変更してください。

問題が発生するアプ リ ケーシ ョ ン

● Illustrator 9

ファイルによってはスプールできないことがあります。

● Illustrator 10

システムエラーが発生するため、全くスプールできません。

スプール可能なアプ リ ケーシ ョ ン

● Illustrator 8

● Photoshop 5 ～ 7

1 アプリケーションから［ファイル］

- ［プリント］メニューを開きます。

2 “プリンタ：”に Raster Link Pro Ⅲ用

のプリンタを指定します。

“出力先：”に“ファイル”を指定

します。

 をクリックします。

1. 指定

3. ク リ ッ ク

2. 指定
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Macintosh でアプ リ ケーシ ョ ンから印刷する場合のスプール速度改善方法

3 出力先に Raster Link Pro Ⅲのホット

フォルダを指定します。

をクリックします。

Mac OS Xの場合

以下の手順で、アプリケーションからホットフォルダにスプールできます。

ただし、アプリケーションによっては問題が発生する場合があります。問題が発生した場合は、“プ

リント”画面で“出力オプション”の“ファイルとして保存”のチェックを外してください。

問題が発生するアプ リ ケーシ ョ ン

● Illustrator 10

出力できるときと、できないときがあります。

● Illustrator CS

ファイルによっては、スプールできないことがあります。

● Photoshop ７

保存するファイル名に 2byte 文字が含まれる場合、自動的に付加される“＠”以降を削除しない

とスプールできません。

スプール可能なアプ リ ケーシ ョ ン

● Photoshop CS

1. 指定

2. ク リ ッ ク
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1 アプリケーションから［ファイル］- 
［プリント］メニューを開きます。

2 “プリンタ：”に Raster Link Pro Ⅲ用

のプリンタを指定します。

“出力オプション”を選択します。

 “ファイルとして保存”をチェック

します。

 “フォーマット”に“PostScript”を

指定します。

 をクリックします。

3 出力先に Raster Link Pro Ⅲのホット

フォルダを指定します。

をクリックします。

1. 指定

4. 指定

2. 選択

3. ク リ ッ ク 5. ク リ ッ ク

1. 指定

2. ク リ ッ ク
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